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岡山醫 學會第45囘總 會 記事

岡山醫學會第45囘總 會は豫期の如 く本月17,18の兩 日岡山醫科大學に於て開會せり.從 來

の例によれば本會總會に於於ては出演者多數にて止む無 く出演時間を極度に縮小せざるを得ざ

るの憾みあるを以て本年は會場二部制を採用し第1會 場を第一講堂となし,第2會 場を生化學

講堂に充當し,出 演時間を9分と なし比較的出演時間の緩和に力めたり.左 に第2會場 及び第

1會 場の順序に其の概況を記載すべ し.

第2會 場(生 化 學 講 堂)第1日(2月17日)

豫定の如 く午前9時 開會,稻 田會計主幹開會の辭を述べ直ちに左の講演に移る.

1. 孵 化鶏 卵 内 に注 入 され た る「アミ ノ」酸 の態 度 に就 て  廣 本 達 吉 君

曩 に 演者 は孵 化 鶏卵 内に α-Alaninを 注入 し空

氣を 遮斷 した る と き,卵 内 容の 乳 酸量 の増 加す

る こ とを認 め た るが,更 に 他の 「ア ミノ」 酸殊 に

αl-Alanin, β-Alanin. Glykoholl, l-Leuzin, α-Glu-

taminsaure, l-Phenylalaninを 用ゐ,α-Alaninに 於

て 見 た る と同樣 なる變 化の起 るや否 や を實 驗に よ

りて 確 めた る結 果を 報 告せ り.即 ちαl-Alaninの

注 入 に よ りて 卵 内容 の乳 酸増 加を來す もβ-Alanin

に よ りては 然 らざ るを 確め,Glyhokoll, l-Leuzin,

α-Glutaminsaune, l-Phenylalaninに よ りて も對 照

に比 して乳 酸 の増量 を認 め ざ りき.又 葡萄糖 に「ア

ミノ」基の入れるGlucosaminを 以て同樣なる實

驗を行ひたるも乳酸の増量 を認めざりき.

要之,α-Alaninは空 氣遮斷鶏卵内に於て乳酸に

まで化成せられ,β-Alaninを 以ては不能なること

を明かに し,以 て死體内或は恐 く生體 内に於て も

蛋白分解産物 と糖分解物との間には酵素により一

定條件即ち空 氣遮斷 すれば1つ の化生的通路の存

す るを實驗に よりて推定 し,死蝋 形成に蛋白質の

關與す ることの可能なることに1實 驗的基礎を與

へたり.
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3. 人工氣胸の血糖調節に及ぼす影響  峰 谷 道 彦 君

曩に閉塞性人工氣胸を作成 し窒素代謝の状況を

追究せ しに血液内の残留窒素,「 アンモニヤ」窒素

及び尿素窒素 の増加を來せ り.次 に糖質代謝に及

ぼす影響を追究せんと欲 し氣胸作成家兎に各種糖

負荷試 驗をな し血糖状態を觀察せ しに氣胸を作成

せ る者に於ては然らざるものに比 して血糖上昇著

明に して過血糖状態の延長を來たせ り 又 「リビ

ヨドール」を氣管より肺臓内に注入 して高度の窒

息状態を起せば亦著 しき過血糖状態を惹起せ り.

4. 冬眠期に於ける蟇肝臓の鹽基物質に就て  牧 野 博 君

蛋白新陳代謝に及ぼす外界温度の影響を明かに

せんが爲に,夏 期及び冬眠期に於ける蟇肝臓中の

含窒浸出物質につき研究 し,既 にAminosaure及

びPurinbaseに 就ては澁谷成利 君竝に余の發表せ

るところな り.

余 は 引續 き 冬 眠 期蟇 肝 臓 中 の 含 窒 物 質,特 に

Hexonbaseの檢 索 を な した る に,Arginin, Histidin

及 びLysinは證 明 し得 ら れ ず,乍 併Lysinfraktion

よ りCadave in (0.2434g. 0.0439‰)竝にCholin

(0.5183g, 0.0934‰)を 製 出 す る こ と を 得 た り.

5. 非冬眠期に於ける山椒魚筋肉の鹽基物質に就て  岩 崎 武 君

各種動物の組織又は器官の浸出物は動物の種類

によ り,其 の成分を異に し又同一種の動物に於て

も,其 の時の生活状 態即ち外界の温度,日 光,飼

料等の影響に より成分及び其の割合を異にす.こ

の意味に於て余は非冬眠期に於ける山椒魚の筋肉

を實驗對象とせ り.即ち4300gの 筋肉より注意 し

て其の水浸出液を製 し下記の鹽基物物質其 の他のも

のを結晶の形に於て分離せ り.「ク レアチン」27g,

「ク レアチニン」 小量,「 アデニ ン」0.136g,「 キ サ

ンチ ン」0.85g,「 ビボ キ サ ンチン 」0.04g,「 ヒ ス チ

ヂ ン」0.16g,「 メ チー ル グアニ ヂ ン」0.68g,「 リヂ

ン」0.32g,「 ヒ ヨ リン」小量,右 旋 乳酸18g,上 記

の 結 果,非 冬眠期 山 椒魚 筋肉 には 「アルギニ ン」の

缺 如す る事 實を確 め,且兩 棲 類 に於 て も夏季 に は

生體 内酸 化現 象が 旺 盛 な る事 を觀 察 し得 た り.

6. 鼈膽 汁 中 の膽 汁酸 に就 て  仙 崎 三 省 君
 結 城 昌 興 君

演 者 等は膽 汁酸 成生 機轉 研 究の 目的 にて 未だ 研

究せ られ ざ る爬蟲 類鼈 の膽 汁を 研 究 し一新 物質 を

發 見せ り.該 物質は 恐 ら くC28H44O6[Fp 228℃,

[α]D=+34,50°]の 化學 式 を有 す るGullensaure-

reiheに屬 す る物質 に して3箇 のsekundare Alko-

holgruppeを 有 し且 其 の内1箇 は醋 酸 と結 合 して

Acetoxyve bindungを 造れ るLucton體 な らん.

膽 汁 中にLacton體 の發 見は 演者 等 を以 て嚆 矢 と

な す.
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〓

子 中のCO基 に 隣 れ るCH2基 の 水 素 可動 物性 な る

に よ り「ア ルデ ヒー ド」分 子 のCHO基 との間 に水

を 放 ち て縮 合す ると説 け り.此Claisenの 「ペ ンツ

ア ル デヒ ー ド」 反應 は 亦他 の芳 香屬 「ア ルデ ヒー

ド」,更に脂 肪屬 「ア ルデ ヒー ド」に も適 合す る と考

へ ら る.膽 汁 酸領域 に於 け る種 々の 「ケ トヒ ヨラ

ン」酸 と「ア ルデ ヒ ー ド」の 縮 合に は 從來 芳香屬 「ア

〓

して 「ケトヒ ヨラ ン」酸 と縮 合 し且芳 香屬 「ア ルデ

ヒー ド」 と同 樣 な縮 合を呈 す るや 否 や を檢 せ ん と

欲 し,「 デ ヒ ドロヒ ヨー ル」酸 と 「フオル マ リ ン」,

「ア ク ロレ イ ー ン」及 び「プ ロピ オア ルデ ヒー ド」を

用 ひて 縮 合 を行 ひ,各 縮 合物 質 を得 た る も未 だ十

分 な る結 論に 到達 せ ざ るに よ り其 の詳 細 は後 日に

報 告せ ん とす.

8. 石油家兎窒素及び無機物質新陳代謝に及ぼす影響に

關する實驗的研究  桃 井 寛 次 君

近時巷間に石油を以てする結核療法が行はれ,

現に長野縣,山 梨縣,神 奈川縣等に於て此療法を

試み,或 程度の好成績を得つつ あるが如 しと雖 も

未だ石油の生體 に及ぼす諸種影響,特 に生化學的

方面の研究は甚だ貧弱に して見るべき もの少きに

鑑み,演 者は 石油攝取が生體の窒素及び無機物 質

の新 陳代謝に如何なる影響す るもの なるやに就き

研究せ り.即 ち總窒素,「 アンモニヤ」窒素.尿 素

窒素,「 ア ミノ」窒素,尿 酸窒素,燐,「 カルシユ

ーム」の消長を家兎の屎尿に就き檢 査 した り,其

の結果窒素 新陳代謝 に殆 ど影響す ることなきも,

無機物質殊 に燐及び「カルシユーム」に就て著 しき

變化を認めた り.即 ち飲用後2-4日 間は之等物

質の尿中排泄量に減少す るも,其 の後數 日間は異

状なる増加を示 したる後,再 び漸次普通状態に復

歸 した り.尿 中には著 しき量的變化を認め ざりき

本實驗は目下,本檢 査の外,他 の方面にも亙 り,

續 行 しつつあるものに して,以 上は本 日までに得

た る一事な りと述べた り.

9. 實驗 的 「ア チ ドー ジス 」竝 に肝臓 或 は腎 臓機 能 障碍 時 に於 け る

無機物質の消長に就て  生 山 昌 敏 君

演者は昨年の本學會に於ける實驗的に 「アチ ド

ージス」を惹起せ しめたる家兎に於け る 「カチオ

ン」の消 長に關す る報告に引き續き更に同樣の「ア

チ ドージス」を發生せ しめたる場合に 於ける「アニ

オン」の消長に就き之を報告 し,更に腎臓機能障碍

又は肝臓機 能障碍によ り「アチ ドージス」を惹起せ

る場合に於ける無機物質の消長に就き某の尿,血

清及び組織に於 ける夫等の分析成績 を報告せ り.

10. 血中殘餘窒素と植物神經作用  竹 内 信 夫 君

余は植 物神經作用 と蛋 白新陳代謝の開係を明か

にな さんと互に拮抗作用を有す る「ヒヨール」酸と

「ア ドレナ リン」を家兎に皮下注射 し,こ の兩物質

が血中殘餘窒索に及ぼす影響を觀察せ しに,「 ヒ
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ヨール」酸は血中殘餘 窒素量を減少せ しに反 し,

「アドレナ リン」はこれを増加せ しむ.兩 者を共に

作用せ しむる時は著變な し.故 に「ヒヨール」酸は

「ビ ロカ ル ビ ン」の如 く,副 交感 神經 を 刺戟 す る結

果 蛋 白 代謝 を抑 制 し,「 ア ドレナ リ ン」は 交 感神 經

を刺戟する結果Pohl,辻,Walter,桑 原等が證明

せ し如 く蛋白代謝を亢進 し得ること明かに して,

兩物 質は蛋白代謝に對 して も拮抗作用を營むもの

に して以上の結果が血液中殘餘 窒素に反映せ しも

のな り.

11. 睾 丸摘 出 家 兎 の尿 中「ク レア チ ン」及 び「ク レアチニ ン」排泄 に

及ぼ す膽 汁 酸 の影 響 京 極 一 久 君

睾 丸「ホ ル モー ン」と膽 汁酸 との 作用關 係を究 め

且之 等 が「ク レア チ ン」及び「ク レア チニ ン」代謝 に

及ぼ す 影 響 を究 む るた め,正 常 家 兎及 び 睾丸摘 出

家 兎に 「ヒ ヨー ル」酸 及 び「ア ドレナ リン」を注 射 し

て 其 の尿 中「ク レアチ ン」及び「ク レ アチニ ン」排泄

に 及ぼ す 影響 を檢 査 せ り.

正 常 家兎 に於 ては 「ヒ ヨール」酸は 尿 中「ク レア

チ ン」の排 泄 を増 加 し「ク レ アチニ ン」の 排泄 を減

少す.然 るに「ア ドレナ リン」は 之 と正 反對 の結 果

を來す.即 ち 「ヒ ヨー ル」酸.「 ア ドレナ リ ン」は上

代,多 久氏が 「ク レアチ ニ ン」排泄 に於 て認 め た る

如 く「ク レア チ ン」排 泄 に 於て も拮 抗 作用 を呈 す.

睾 丸 を摘 出せば 尿 中 「ク レア チ ン」は 減少 し「ク レ

ア チニ ン」増量 し,Schriru. Zwarensteinの 成績 と

一 致す .然 るにか か る睾 丸摘 出 家兎 に「ヒ ヨール」

酸 を注 射せ ば 尿 中 「ク レア チ ン」を 減少 し「ク レア

チニン」 を増 量 せ しむ.然 るに 「ア ドレナ リン」を

注 射せ ば 之 と全 く反對 の 結果 を來 す.即 ち睾 丸摘

出 家 兎に於 て も「ヒヨー ル」酸 及 び「ア ドレナ リン」

は 拮抗 作用 を 呈す.兩 者 の尿 中「クレ ア チン 」及 び

「ク レア チニ ン」排 泄に 及ぼ す 影響 は全 く反對 な り

即 ち 睾丸「ホ ルモ ー ン」と膽 汁 酸は 「ク レア チ ン」及

び「ク レアチ ニ ン」代 謝 に拮 抗 作用 を呈 す る こ とを

知 る.

12. 鶏卵と肝臓糖原質生成機能

深 瀬 隆 彦 君

演者は先づ蛋 白質よりの肝臓糖原質生成を追試

せん と欲 し,飢 餓家兎に卵白の凝固蛋白の一定量

(乾燥量2gに 椙當す)を 内服せ しめたるに4時 間

半後.肝 臓糖 原質の著明なる増加を證明せ しも卵

白中にはOvofluvin (Vitamin B2)を 含有せ るに

より其の糖原質生成促進作用を も考慮せ ざる可か

らず.次 に卵白蛋白質 と 「ヒヨール」酸を同時に

内服せ しめたるに更に著明なる肝臓糖原質生成を

證明 したるに より 「ヒヨール」酸は蛋白質よ りの

肝臓糖原質生成をも亢進 し得 る理なるも此際 も亦

Vitamin B2の 共同作用をも考慮せ ざる可からず.

次 に 卵黄 中に はVitamin A及 び 「カ ロチ ン」

Vitamin D等 を含有せ るにより卵黄の 「アル コー

ル」,「エーテル」越幾斯の不鹸化物質の少量を卵

白蛋白質 と共に内服せ しめたるに又肝臓糖原質の

生成増加を見たるも,此 大量を用ひし場合は却つ

て肝臓糖 原質生成減弱す.こ れ恐らくVitamin A

及びDの 過剰投與に因るなるべ し.要するに鶏卵

は 其の卵白及び卵黄の共同作用により肝臓糖 原質

生成を亢進 し得.尚 ほ演者が先に卵黄投興に より

犬の膽汁酸生成増加を見た る事實に因 りて鶏卵よ

りの肝臓糖 原質生成には膽汁酸も關係せる事を認

め ざるべからず.
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13. 肝臓糖原質生成に及ぼす扁桃腺越幾斯及び膽汁酸の影響  富 永馥 君

1931-1933年Kostyal氏 が豚の扁桃腺越幾斯が

家兎の血糖を降下 し,「イン シユ リン」の血糖降下

作用を強むる作用あ り且其の作用は「アトロビ ン」

に より變化せざる等の成績よ り,扁 桃腺物質は肝

膵臓を直接に刺戟 して炭水化物新陳代謝 に關係あ

ることを報告せ り.依 つて著者は扁桃腺物質の作

用本態を明かに し,且 他の「ホルモーン」殊に膽 汁

酸の炭水化物新陳代謝に於ける態度との關係を究

めんと欲 し,人 間の扁桃腺越幾斯を作 りて家兎肝

臓 糖原質生成に及ぼす作用を研究せ り.

扁桃腺物質は肝臓糖原質生成を著 しく減弱せ し

む.「 ヒヨール」酸の肝臓糖原質生成促進作用は之

によりて餘 り影響を蒙らず.然 るに 「イ ンシユ リ

ン」 ハ肝臓糖原質生成を減弱せ しむ る場 合此作用

を強むる作用あ り,依 て扁桃腺物質は體 内糖の燃

燒分解作用を亢進する「イ ンシユリン」樣物質に し

て主 と して糖の分解を行ふものならん.

扁桃腺物質の肝臓糖 原質生成を減弱せ しむる作

用は交感神經を刺戟する「アドレナ リン」に より少

しく抑制せられ「ノボカイン」によ り少 く亢進せ し

めらるるも,副 交感神經を麻痺する「アトロビン」

に よりて變化影響 を蒙らず,依 て扁桃腺物質の作

用は交感神經作用と關係を有するものの如 し.

14. 肝臓糖原質生成に及ぼす「カロチン」及び膽汁酸の影響 西 岡 十 一 君

米村,菅 野兩氏によれば「ヴイ タミン」A及 びD

を含有せる「ビオステ リン」の注射により膽汁及 び

膽汁酸の生成及び排出増加するによ り 「ヴイタ ミ

ン」Aも膽 汁酸 を内服又は注射せ し場合と同樣肝

臓 糖 原 質の生成を促 進 し得 る事を想像 し演者は

「ヴイタ ミン」Aの 前階なる 「カロチン」を人參 よ

り製 出し白鼠に一定量の葡萄糖を内服せ しむると

同時に體重100gに つ き0.2mgの 「カロチン」を

皮 下に注射せ しに著明なる肝臓糖原質生成増加を

見た るも「カロチン」を0.1mg使 用 したる場合或

は0.3-0.5mgに増 量 したる場合共に肝臓糖原質

生成促進作用顯著な らず.次 に「カロチン」の代 り

に1%「 ヒヨール」酸 「ナ トリウム」液を體重100g

につき0.3cc皮 下に注射すれば 特に著 しき肝臓糖

原質生成増加を見 るも0.5cc用 ふる時は糖のみ内

服せ しめた る場合に比 し著 く減少せ り.更 に糖と

共に「カロチ ン」0.1mg「ヒヨール」酸曹達液0.1cc

用ひたる時は各を別に與へたる時の最高肝臓糖原

質量よりも遙に多 く「カロチ ン」0.3mgと 「ヒ ヨー

ル」酸曹達液0.5ccと を用 ひし場合の肝臓糖原質

生成は特に著 しく少なく糖を與へ ざる場合に於け

る空腹時の肝臓糖原質に近 し即ち「カロチン」は肝

臓糖原質生成を促進する も其の大量を與ふる時は

却つて有毒に作用 し肝臓糖 原質生成を障碍す.

15. 膽汁酸の肝臓糖原質生成促進機轉に關する知見補遺  渡 邊 嘉 一 郎 君

演 者 は曩 にAdenylsaureが 肝 臓糖 原 質生 成 を著

しく促 進す る も筋 肉 糖 原質生 成 に對 しては これ を

抑 制す る こと を認 めた るに よ り,こ れ を説 明す る

爲 にLohmannが 筋肉 内乳 酸 産生 に 必要 な るCo-

fermentな りと稱 す るAdenylpyrophosphorsaure

と又Nucleinstoffwechselを 促 進 しNucleinsaure

分 解 を 促す 作用 あ る「ヒヨ ール」酸 とを用 ひて 其の

肝臓 糖 原質 生 成及 び乳 酸産 生 に及 ぼす 影響 に 關 し

實驗 した る もの な り.其 の 結 果Adenylpyrophos-

phorsaureはAdenylsaureと 異 り,肝 臓内 に於 て も

筋 肉 内 に於 て も「ヒヨ ール」酸 と反對 に其 の糖 原質

生 成 を 抑制 し乳 酸 産生 を 助長 す る作 用あ る こ とを

認 めた り.依 てAdenylsaureは 筋 肉 内に 於て 更に

燐 酸化 されてAdenylpyrophosphorsaureと な りて
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作用するものならん.尚 ほ兩物質共に核酸の分解

産物な るために して膽汁酸の糖原質生成促進機轉

の1つ は膽 汁酸 の核 酸 代謝亢 進 作 用 に因 る肝臓 内

Adenylsaureの 産生 増 加 に歸 し得 べ し.

16. 實驗的膵性糖尿病に及ぼす膽汁酸の影響  長 谷 川 卓 郎 君

演者は膽汁酸の炭水化物新陳代謝調節 作用が實

驗的膵性糖尿病にも影響 し得るや否やを實驗 せん

と欲 し,犬 の膵臓を全剔 出せる後,牛 肉及び砂糖

の一定量を以て飼育 しつつ,1%の 「ヒヨール」酸

曹達液を靜脉内に注射 し以て其の過血糖及び糖尿

に及ぼす影響を時間的に觀察 した り.

「ヒヨール」酸の作用に依 り其 の過血糖は注射後

第1時 間目には約9.0-16.0%,第2時 間目には

7.0-15.0%,第3時 間 目に 於て も6.0-13.0%,糖

尿 に 於 ては約11.0-17.0%減 少 す るを證 明 した り.

又 かか る膵 性糖 尿犬 に葡萄 糖 を靜脉 内に 負荷 し

た る際 には 「ヒ ヨール」 酸 に よ り,其 の過 血糖 は

15.0-33.0%,其 の糖尿 は8.0-44.0%減 少 せ しめ

得 た るこ とを實驗 した り.こ れ は恐 ら く御 前,岡

村 等が主 張 す る如 く主 と して「ヒ ヨール」酸 の肝 臓

糖 原 質生成 促 進作 用 に因 る もの なら ん.

17. 糖排出閾に及ぼす脾臓及び膽汁酸の影響  立 石 力 君

脾臓剔出により上昇せる家兎の糖排出閾が 「ヒ

ヨール」酸の皮下注射に於けると同樣家兎肝臓の

除蛋白水性「エキス」の少量によ り明かに低下す る

も大量 注射の場合は辻及び藏本氏が大量 の 「ヒヨ

ール」酸注射時に却つて過血糖を起 し肝糖 原質生

成が障碍 さるるを實驗 せ しと同樣に糖排出閾が却

つて上昇す.尚 ほ肝臓「エキス」に よる糖排出閾の

低下作用は脾臓「エキス」の共同作用によ り著 しく

増強 さる故に脾臓剔出による糖同化障碍は田中氏

の證明せ し如 く剔脾による肝臓の高度の 「ワゴ ト

ニー」に因る過度の膽汁酸生成に歸 すべ く,更 に

Asher u. Beyler,細 川氏等が心臓機能に於て證明

せ し如 く肝臓「エキス」は膽汁酸と同時に炭水化物

新陳代謝に對 して も「ホルモン」作用 を營めること

明かに して而 も此肝「ホルモン」作用は脾臓機能と

密接なる關係を有す るを知る.

18. 「カル シユー ム」新 陳 代謝 に及 ぼ す脾臓 及 び膽 汁酸 の影 響  岩 藤 政 太 君

脾臓が「カルシウム」新陳代謝調節作用を有す る

内分泌臓器なることは現今一般に認めらるる所な

る も其の作用機轉に關 しては今尚ほ議論あ り.演

者は此問題を解決するため脾臓 と膽汁酸 との 「カ

ル シウム」新陳代謝に對する作用を比較 し傍 ら兩

者の「カルシウム」新陳代謝に對する相互關係を明

かにせんと欲 して先づ 正常家兎及び脾臓剔 出家兎

の尿中「カルシウム」排泄及び血液「カルシウム」含

有量に及ぼす脾臓「エキス」及び「ヒヨール」酸の影

響を觀察 したるものな り.其 の結果脾臓を剔出す

れば血液「カルシウム」量は増加 し共の尿中排泄量

は剔脾後初めは減少 し後には増 加す.こ れに脾臓

の除蛋白水性「エキス」を注射すれば著明に減少す

る も「ヒヨール」酸を注射すれば更に増加 し兩者を

共に注射すれば著明なる影響を示 さず.又 正常家

兎に脾臓「エキス」及「ヒヨール」酸を注射せる場合

に於ても大體同樣 な り.依て脾臓「ホルモン」が「カ

ル シウム」を骨に固定する作用 を有す る結果血液

内「カルシウム」量を減 少す ると云ふReis, Winter

u. Helpern西 村,三 輪等の所論を裏書す るものに

して且脾臓 「ヱキス」と「ヒヨール」酸とは「カルシ

ウム」新陳代謝に對 し拮抗作用を有す ること明な

るに より更に肝臓 と脾臓とが「カルシウム」新陳代

謝調節に重要なる役目を演ずることを想像 し得.

右 にて書 食 の爲 め 休憩 し,午 後1時 よ り講 演 を開始 す.
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19. 膽汁及び尿中「カルシユーム」排泄に及ぼす副甲状腺

及び膽汁酸の影響  辻 岡 新 作 君

副甲状 腺「ホルモ ン」及 び膽汁酸が體 内「カルシ

ユ ーム」新陳代謝と密接なる關係を有す る事は幾

多の研究によ り闡明せ られたれ共兩者の相互關係

に關 しては未だ全 く明かならず,只 最近星島氏が

副甲状腺剔 出犬 の血液内「カルシユーム」量及び尿

中「カルシユーム」排泄量が膽汁酸によ り増加せ し

め られDemole, Jones及 び其の共同研究 者が副甲

状腺剔出犬に照射「エルゴステ リン」を與へて其の

血液「カルシユーム」量が増量 したる事及び東氏が

犬 に「エルゴステ リン」を與へて膽汁酸生成が旺盛

になる事 を證明 した る事等を考慮 し兩者の作用關

係を明かにせんと欲 し副甲状腺剔 出犬に其の副甲

状腺の除蛋白水性「エツキス」全量を皮下注射せ し

場合及び2%膽 汁酸溶液を體重1kgに つ き1ccm

を靜脉 内に注射せ し場合の膽汁及び尿中 「カルシ

ユーム」排泄量を檢した るに何れの場合 も同樣に

増加する事を認めたり,之 によ りて膽汁酸は副甲

状腺「ホルモ ン」の「カルシユーム」新陳代謝 に於け

る一部の代償作用をな し得 る事を認めた り.

20. 「カル シユー ム」及 び燐酸 の同化と 膽 汁 酸

沖 井 磯 吉 君

正常の「ヒヨール」酸を犬又は家兎に與ふれば尿

及び膽 汁中の石灰及び燐 酸の排泄増加 し且血液 内

の含有量を上昇せ しむれ共,腸 内排泄は却て減少

せ しむることは,關 藤,河 田,星 島,藤 原の諸氏

及び余の證明せる所な り.

依て余は紫外線によ りて生じたる「ヒヨール」酸

の異性體た る β-「ヒヨール」酸「エステル」及び 正常

「ヒヨール」酸を用ひて,石 灰及び燐の代謝を検 し

衣の結果を得た り.

犬に β-「ヒヨール」酸「エステル」を皮下注射せ

ば,「 ヒヨール」酸を靜脉 内注射せると同樣に石

灰及び燐の出納平 均は,陽 性なりしものは之を

促進 し,陰 性な りしものは之を陽性に して以て

石灰及び燐の體 内蓄積を促す作用あることを認

めたり.

21. 膽汁中無機鹽類排泄 に及ぼす膽汁酸の影響(第5)

膽汁内「アルカリ」の排泄に就て  河 田 豐 君

種々なる植物神經毒にて植物神經を刺戟 して之

を元奮せ しむ る時は交感神經,副 交感神經に各特

有の體 内電解質「イオ ン」の分布状態に變化が起 り

其の結果尿のみならず膽汁中に其の排泄増加を來

す と云ふZondek,伊 藤,臼 杵,太 田等の主唱に基

づ き演者は膽汁酸と植物神經 との關 係を明瞭た ら

しめ,更 に膽 汁の「アルカリ」反應 の由來を究めん

と欲 して,永 久膽嚢瘻 を有す る犬 の膽汁内 「ナ ト

リウム」及び 「カ リウム」排泄量に及ぼす 「ヒ ヨー

ル」酸及び 「ア トロビン」の影響を實驗 せ しものな

り.其 の結果「ヒヨール」酸は膽汁排泄量及び膽汁

中に排泄さるる「アルカリ」量を共に著 しく増加せ

しむ るに反 し,「ア トロビ ン」は之等を例外な く著

しく減少せ しむ.又 兩者を同時に與ふれば影響な

きにより「ヒヨール」酸は辻,關 藤,伊 藤氏等の主

張す る如 く副交感神經を刺戟す る作用を有するを

知ると共に膽汁の「アルカ リ」性 反應は植物神 經作

用により調節 さるるものなること明かな り.
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22. 熊 膽 に よる膽瘻 治驗 例 丸 山 正 熊 君

手術後に形成 されたる膽汁瘻に對 し特別の處置

なきは周知の所な り.最 近山口氏は膽瘻患者に對

し自家膽汁を經口的 に投與 して瘻孔の速に閉鎖せ

る事を臨牀 的竝に實驗的に研究報告せり.余 は此

法の自家膽汁採取の煩瑣 と投與量の過 大より免が

れんとし,熊 膽を以て之に代へ し所,其 の臨牀 的

觀察に於ては略ぼ同等の成績を示せ りとて茲に其

の治驗3例 を報告せん とす.

23. 各種調理法の意義に關する研究(1)

各種調理熱による蛋白質の化學的變化

寺 岡 森 太 郎 君
 細 川釟 郎 君
 石 原 妙 子 君

合理的榮養に必要缺 くべからざる調理法 の合理

化に資せんため,各 種調理法の利害得失 を探究 し

以て其の各々の意義を明かにせんため企圖せる實

驗に して,先 づ生食,煮 る法,燒 く法,油 揚法に

於ける如 く,種 々なる調理熱によ り,牛 肉及び卵

白の蛋白質及び 其の分解産物(「エキス」分)に化學

的變化がおこるや否やを,キ エールダール氏窒素

定量法を用ひて比較せ しところ,蛋 白質は各種調

理法に因る加熱作用により量的に變化消失す るこ

となけれ共,其 の「エキス」物質は鹽 基物質,「アミ

ノ」 酸 共に,燒 き或は 油 にて 揚 げ る場 合は變 化減

少 す るこ とを認 め た り.斯 の 如 く,燒 き,或 は 油

にて 揚 げ る場 合,「エ キ ス」分が 破壞 消 失す るに よ

り,其 の榮 養價 値 を減 ず る如 き感 あ る も,こ の 際

一 方 に 於てBickel氏 等 が證 明 せ し如 く,加熱 に よ

り「ア ミノ」酸 等 よ り「ヒ ス タ ミン」の如 き「ア ミン」

を生 ず る可能 性 を推 定 し得 る に よ り,其 の結 果,

周 知 の如 く胃 液 の分 泌 を亢 進 し,胃 内 消 化を 促進

すべ し.

24. 動物體内に於ける銅の分布に就て  露 野 包 夫 君

1) 正 常 家兎 各臓 器銅 含 有量 を測 定 し更 に一 定

量 の銅 「エ レク ロイ ド」を注 入せ る と きの各 臓器 特

に肝臓 の銅 含有量 増 加成 績 を示 す.

2) 正常 家兎 にKolloides S: lber, Eisenhydr-

oxyd, Trypanblau或 はThynxinを 豫 め注射 せ る

後 にKolloides Kupferを 注 射せ ると きの 各臓 器 の

銅含 有 量 の消長 を示 す.

3) 以 上諸 成績 の 考 察を叙 述 す.

25. 尿 中「ヂオ キシ フエ ノール」(「ブ レツカテ キ ン」及 び

「ヒ ドロキ ノ ン」)の 定 量法 に就 て  市 村 丑 雄 君

家 兎尿 に 就 きBock u. Lock氏 の原理 を應 用 し

た る「ブ レ ン ツカテ キ ン」及 び「ヒ ドロキ ノ ン」の定

量法術式に就き敍述せ り.

26. 動物血液内にての銀化合體の定量法に就て  眞 喜 屋 實 亨 君

家兎 に「コロイ ド」銀を 注入 して 循 環 血液 内の 銀

を 時間 的 に定 量 せ し結 果 次 の結論 に 達 した り.

其 の際Neumannの 方 法にて 血 液 を酸 化無 機 物

と し.「 鐵― ア ム モニ ム― 明礬 」 の存 在に 於 て

N/100「 ロダ ンアム モ ン」に て滴定 せ り.

1. 注入後10分 迄は略ぼ同量の銀を證明 し得.

2. 循環血液 より銀の消失す るは比較的急な り

と推せらる.

3. 血清と血漿の銀含量を比較せ しに後者に多

きを認む.
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27. 血液及び臓器内還元「グルタチオン」に就て

鍋 島清 志 君

Perlzweig u. Delrue氏 等 の 改良 せ るTunnicliffe

氏 法 に よ り硝酸 「ウ ラニ ユー ム」,窒 息鬱 積 黄疸 竝

に燐 中 毒等 の 操 作の 前後 に還 元 「グル タチ オ ン」を

測定 し尚 ほ臨牀 的に2, 3疾 患に 於 け る血 液内還 元

「グル タチ オ ン」を測 定 し次 の結 果を得 た り.

1) 硝酸 「ウ ラニ ユー ム」竝に 窒 息に 於 ては 赤色

筋 に 於 て 多少 相 違せ る外 何れ も同 一 の傾 向 を示 し

即 ち 副腎,肺 臓,心 臓,血 液竝 に血 液Glutathions-

quotientは 何れ も増 加 し,殊 に 副 腎竝 にGluta-

thionsquotientの増 加 著 しく肝 臓,脾 臓,腎臓,.白

色 筋 に 於て は 何 れ も減 少 し殊 に 肝臓,膵 臓,腎 臓

に 於 て減 少著 明な り.

2) 鬱 積黄疸に於ては心臓に於て著明に増加せ

る外何れ も減少又は減少の傾向を示 し,殊に肝臓,

副腎,腎 臓,脾 臓に於て減少著明な り.

3) 燐中毒に於ては腎臓,心 臓,肺 臓,赤 色筋,

白色筋竝に 副腎に於て増加又は増加の傾向を示 し

腎臓,肺 臓,心 臓に於て著 しく増量 し他は何れも

減少 し殊に肝臓竝 に脾臓に於て減少著明な り.

4) 肺結核,肋 膜 炎,動脉 硬化症,黴 毒性疾患

竝に脚氣に於ては何れ も増加又は増加の傾 向を示

し就中肺結核に於てはGlutathionsquotientも 増

加 し,胃 癌,糖 尿病竝に肝臓疾患に於てはGluta-

thionsquotientも 共に減少著明な り.

28. 非 經口 的輪 入卵 白の體 内 分布状 に就 て

藏 本 積 君

非經口的輸 入卵白の體 内分布状に對 して實驗的

腎 炎及び肺炎を起 さしめた る場合如 何なる影響を

及ぼ すかを家兎に於て時間的 に血液,諸 臓器及び

尿 に就き沈降 反應を用 ひて實驗を行ひ次の如 き成

績 を得た り.

1) 「ウラン」腎炎に於て卵白は正常に比 して血

中に永く滯留 し,尿 中への排泄著 しく障碍 された

るに も拘 らず,腎 臓 の保有量は著 しく増加 し,脾

臓 は永 く保留 し,肝 臓にては一般に減少 し,筋 肉

に多少増 し,肺 臓に於て著變 な し.

2) 「カン タリヂン」腎炎に際 して卵白の血行外

への消失は稍々遲延 し,尿 中への排出は多少侵 さ

れ,腎臓 には僅に多 く保有さるるも,脾 臓,肝 臓

に於ては初めの量は少くして後に至るも減少する

こと少 く,肺 臓及び筋肉に於て著變 を認めず.

3) 肺炎の場合には肝臓及び脾臓に於て卵 白の

保有量一般に減少 し,筋肉にては正常と大差な く,

肺臓に於て多少の減少を示 し,腎 臓の保有,血 中

の消失及び尿中への排泄状に就て著變 を認めず.

29. 脂 肪 代謝 に關 す る實 驗 (第1報)  森 弘 文 君

生體 内の 脂 肪 の消 長,就 中類 脂體 「モ ビ リジール

ン グ」及び そ れ と含 水炭 素 との 關 係,尚 ほ夫 等 と網

状 織 内被 細胞 系統 との 關 係を研 明せ ん爲 家 兎の 血

液 類 脂體(脂 肪酸,「 コ レステ リン」,「レチチノ 」),

血 糖,「 ヤ ノー ル」,葡 萄糖加 「イ ンシユ リン」,葡

萄糖 加「ア ド レナ リン」,「ヤ ノ ール」加 「イン シユ

リン 」,「ヤ ノー ル」加「ア ドレナ リ ン」,饑 餓.瀉 血

等 の影響 を 正常 家 兎,剔 脾 家兎,「 トロ トラス ト」

填 塞 家 兎,剔 脾「ト ロ トラス ト」填塞 家 兎に 於 て檢

査 せ り.

其 の 結果 諸種 條件 に 於て 起 る類 脂體 「モ ビ リジ

ール ング」は單 なる 「モ ビ リジー ル ング」に 非 ず し

て主 と して 内分 泌 的調 整に 因 る含 水炭 素 代謝 障碍

を随伴 して の もの と考へ ら るる もの の如 し.
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30. 淋 巴 の研 究 (第3報)  大 塚 蕃 君

演者は剔脾或は「コラルゴール」溶液を注入せる

犬 の胸管淋巴液に就 き,其 の流出量,糖 量,總 窒

素,殘餘 窒素等を測定 し,且 又かかる操作の所謂

催淋巴作用物質に及ぼす影響を檢 した るに夫 々特

異の成績を得た るを以て,之 を略述せ り.

31. 動物體内解毒作用と酸化機序との干繋に就て
佐 藤 非 馬 君

 鵜 飼 昌 雄 君

所 謂nichte allergische Pathergieに 於て,毒 物

のUberempfindlichkeit及 びUnterempfindlichkeit

或 はGiftgewohnung等 と,其 の非特 異 性影 響 との

關 係 に 就 きて 研 究す る爲,死 亡率等 を 目標 と して

「マウ ス」に 就 きて 「エテ ール ア ル コール」,「 コル

ヒ チ ン」,「ヒ ドロキ ノン」 等 に對 す る毒物 感受 性

を定 め,「 サ イ ロキ シ ン」,葡 萄 糖,「 カゼオビ ン」,

「メチ レ ンプ ラウ」,乳 酸「ナ トリウ ム」等 の 前處 置

に 依 り,上 記 毒物 に對 す る感 受性 の種 々變 換す る

を見,併 せて 其 の際に 於 け る動 物體 内解 毒 作用 と

酸 化機 序 との 干繋 に 就 きて 種 々檢索 せ り.

32. 卵 白「リゾチー ム」に關 す る知 見補 遺  熊 井 孝 三 君

卵白「リゾチーム」に依 り溶解 さるる空中菌を分

離培養 し,該 菌の卵 白「リゾチーム」溶液にて起 る

溶菌現象を觀察 し,併 せて該菌の抗原性が,卵 白

「リゾチーム」に依 り如何に影響せらるるやを,凝

集反應竝に沈降反應 を用ひて實驗せ り.抗 原性に

對する影響を檢す るに當 りては,先づ該菌18時 間

培養の3正 規白金耳を,10cc生 理的食鹽水に浮游

せ しめ,60℃,1時 間加温殺菌せるものを,4乃 至

5日 の間隔をおき家兎に注射すること5回,最 後

注射より第8日 目に血清を採取せ り(免 疫血清番

號V).

尚ほ卵白「リゾチーム」10%溶 液を,上 記細菌3

白金耳を10cc生 理的食鹽水に浮游せ しめた るも

のに合 し,各 所要時間37℃,孵 卵器中に保ち,4

乃至5日 の間隔にて,5同 家兎に注射す.

即ち(A)混 合直後注射せるもの(免 疫血清番

號I).

(B) 混合後1時 間孵卵器に保ち 後直に注

射せるもの(免 疫血清番號II).

(C) 混合後2時 間孵卵器 中に保ち 後注射

せ るもの(兎 疫血清番號III).

(D) 混 合 後4時 間孵 卵 器 中に保 ち 後注 射

せ る もの(免 疫 血清 番號IV).

(E) 菌3oseを

上記 各免 疲 血 清に 就 き,卵 白「リゾ チ ーム」の細

菌 抗 原性 に對 す る影響 を檢 し,次 の結 果 を得 た り.

I. 卵 白「リゾチ ーム」は 溶菌 作用 を有 す る と同

時に「リゾチ ーム」被 溶性細菌 の抗 原 を破 壞す.

II. 卵 白「リゾチ ーム」の抗 原 破壞 は,「 リゾチ ー

ム」の 作 用時間 に平 行す るが 如 し.

III. 家 兎 血行 中に 於 ては,卵 白「リゾ チ ーム」

の作 用 は,同 時 に 混 合注 射 され た る細 菌の 抗 原に

は,更 に進 ん で 影響 せさ る もの の如 し

IV. 前記 各免 疫 血清 中に 存在 せ る,抗 卵白「リ

ゾ チ ーム」物 質は,細 菌凝 集 反應 竝に 細 菌沈 降 反

應に は 影響 せ ざ るも のの 如 し.

V. 卵 白「リゾチー ム」に依 り抗 原 性變 化せ る細

菌 に よ りて 家兎 を免 疫 す る場 合に.そ れ に相 當 せ

る抗體 を沈 降反應 に依 り證 明 し得た り.

VI. 卵白 「リゾチー ム」の 作用 を4時 間 以上 受

け た る,「 リゾチ ーム」被 溶性 細菌 に 於て は最 早 全

く抗 原性 を消 失せ る もの の如 し.
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33. 實驗的血行傳染に及ぼす「アンチヴイルス」の影響(第2報)

川 崎祐 宣 君

演者は致死量 に近き大量の大腸菌を家兎靜脉内

に注入 して血行内傳染 を起 さしめた る後,當 該菌

「アンチヴイルス」 を體重1kgに 對 して1日 量

0.25cc乃 至1cc宛4日 乃至7日 間に亙 り1日1囘

靜脉 内注射を行ひて,其 の豫後に對す る影響を觀

察 し,又 抗體産生(凝 集反應)に 及ぼす影響を檢

せり.對 照 として同量の「ブイオ ン」を使用せるも

の竝に全 く藥液を用ひざるものに就きて同時に比

較實驗せり.

實驗結果は「アンチヴイルス」を使用せ る例は對

照例に比較 して,死 亡率 を減 じ或は生存日數を延

長 し,且凝集素産生率 も高きことを證明 し得たり.

34. 色 素 の補體 に及 ぼ す影 響 に就 て  安 原 節 太 郎 君

膠質状態に溶解るす陰性荷電色素Kongorot及

び 陽性 荷電色素Janusgrunの 補體に及ぼす影響

を檢 し,補體價0.02丈 け底下せ しめ得る兩色素の

最 少限量を決定 し,此 分量 に於ては溶血素,山 羊

血球に影響 なきを確めたる上,各 最少限量の1/2宛

の混合物の補體 に及ぼす影響を時間的に攻究 した

り.

次で膠質化學反應に於て,陽 性荷電粒子と陰性

荷 電粒子とは一定の量的關係に於て,沈 澱帶を生

じ,免 疫反應に於ける結合帶 と相似せる現象を呈

し,且 荷電状態相反す る兩粒子と補體 の3者 を24

時間結合せ しむれば.補體 結合反應の成立す るこ

とは既に本教室の大田原講 師により證明せられた

る所なり.余 も亦之等の現象を追試 し,Kongorot,

Janusgrun間 に於ける膠質沈澱形成 と補體結合反

應成立 との關 係を時間的に比較攻究 し,更 に補體

結 合後に於け る殘留補體 を測定 して,次 の如 き成

績 を得た り.

1. 陰 性 荷 電色 素Kongorot,陽 性 荷 電色 素

Janusgrunは 何れ も補體 を吸牧す.而 して補體 價

0.02丈 け低下せ しめ得 る最少限量は、補體1ccに

對 し,前 者は0.001g,後 者は0.004gに して,1時

間後に吸收を認む.

2. 溶血素,山 羊血球は以上の色素量にては何

等影響を受けず.

3. 補體價0.02丈 け低下せ しむる兩色素の最少

限量の1/2宛の混合物を以て,補體 に作用せ しむ る

に,4時 間迄は影響なく,6時 間より吸收 し始め,

12時 間に して完全に吸收 するを認む.

4. Kongorot, Janusgrun間 に於ける膠質 沈澱

は6-12時 間にて形成 し,補體 結合反應は8-12

時間に して成立す.膠質 沈澱物生ずるも,少 量な

る場合は,補體結 合反應成立せず.

5. 補體結 合反應陰性なる場合は殘留補體は減

少 し居らず,陽 性なる場合は著 しく減少せるを證

明 し得たり.

6. 兩色素結合 して沈澱物形成 した る後,補 體

を加ふるも,補體 結 合反應成立せ ざる點よ り觀て,

補體 の結合 さるるは,沈 澱物形成轉機と密 接なる

關係あるもの と想定せらる.

35. 沈降反應に於ける結合帶に就て (續報)

抗原抗體の共存に關する研究  廣 田 照 輝 君

演 者は曩 に報告せる如 く,沈 降素血清が最 も著

明 に反應を起す抗原の好適濃度(假にOptimalzone

と呼ぶ)は 沈降素血清の濃度,即 ち單 位血清中の

抗體 量によりて變化する性質を利用 し,牛 及び山

羊血清,家 兎免疫血清を用ひて沈降反應終結後の

上清液に就き,抗體 及び抗原の共存を檢索 し,好
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適濃度以下の抗 原を作用せ しめたる場合のみなら

ず,より 以上の抗原を作用せ しめし時 も兩者共存

し只だOptimalzone,從 つて之と成立機轉を等 し

くす る結合帶(緒 方教授)に於てのみ共存せざる事

を述べたり.又 此際認めらるる沈降素の消失状況

は,生 體内に於ける自然消失 と著 しく趣を異にす

る事を認む と云へり.

36. 被働性過敏症に於ける分割感作と潜伏期に就て  湊 次 郎 君

海〓の被働性過敏症に於て24時 間の潜伏期が

最 も好適なるものとせられ,若 し潜伏期 を殆ど置

かず して抗原の再注射をなす時は,定 型的過敏性

「シヨツク」死を來す事は困難なるは 普く知 られた

る所なり.曩 に我教室諸氏の研究により最少感作

致 死量は500單 位-400單 位なり と闡 明せ られた

るが余は此最少感作致死量以下の より少量なる沈

降素量を以て海〓 を感作 し24時 間の潜伏期の後

に更に沈降素を補充感作 し此直後に抗原の再注射

を行ひて過敏性「シヨツク」死を到來せ しめ得 る前

後分割感作沈降素量相互の量的關係を求めたり.

之に依れば前感作は最少200單 位の沈降素量を

必要と し後感作と合 して500單 位となる事を必要

とす.前 感作沈降素量が以上よりも少き時は後感

作と合 して500單 位とする も定型的の「シヨツク」

死を到來 し得ず.

37. 「シ ヨツク」の補 體 及 び沈 降 素 に及 ぼ す影響 に就 て  森 下 亮 善 君

卵 白 或は 牛 血清 を0.5cc宛 海〓 の 胸骨皮 下 に注

射 し,2-3週 後特 異性,非 特 異性 「シヨ ツク」を惹

起 せ しめ如 何 な る影響 を補 體及 び 沈降 素 に及 ぼす

か を檢 せ るに衣 の如 し.

1) Pepton 100gに0.06gを 頸 靜脉 内注 射 を行

ひ15分 後に採 血 し補體 價 を檢 す るに 「シヨ ツ ク」

前 より も減 弱す るか或は 影響 を蒙 らず.沈 降 素 價

は ウー レ ンフー ト氏 法及 び緒 方氏 法 共に變 化を認

め ず.

2) Histumin 100gに0.025mgを 頸靜脉 内注 射

を 行ふ に補體 價は 「シヨツ ク」前 よ り減 弱 す るか 或

は影響を餘 り受けず.沈 降素價はウーレ ンフート

氏法及び緒 方氏法共に影響を蒙らず.

3) Mechanische Schockと して5尺 の高所よ り

落すに補體 價は減弱するも,沈 降素價はウーレン

フー ト氏法及び緒方氏法共に影響を蒙 らず.

4) 卵白及び牛血清を注射 し各々一方の抗原に

對する沈降素 價及び結合帶を測定 し,其 の結合帶

の1/6量を再注射するに,補 體價は減弱するも,沈

降素價は ウーレンフート氏法及び緒方氏法共に影

響を蒙らず.

38. 沈降反應と能働性過敏症との關係 (第2報)

經膚感作に於ける能働性過敏症

 

藏 本 貢 君

近時血清を軟膏 とし動物 の皮膚に塗擦する時は

其 の抗原血清は極めて少量なれ ども徐 々に皮膚を

通過 し體 内に吸收せ られ,抗 原作用を營み動物の

流血中に著明なる抗體の形成せらるること證明せ

られた り.演 者は曩に微量抗原反覆感作に於ける

能働性過敏症に關する報告に於て,微量 抗原を以

て反覆頻囘 皮下注射に依 り海〓を感作す るときは

甚だ高度の感作状態に達せ しめ得ることを述べた

り.故 に血清軟膏塗擦に依る經膚感作に依 りて も

亦同樣 の成績を得べきを推想 し,血 清軟膏を頻囘

連續塗擦 して實驗を行ひ次の成績を得た り.

1. 海〓は經膚免疫(感 作)に依 り甚だ高價なる

沈降素を産生す,該 沈降素は極めて高度の結合帶

と低度の稀釋 沈降素價とを有す.
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2. 海〓は經膚感作に依 り異常に高度の過敏症

状態に達 し,極 めて微量の抗原再 注射(體重100g

に對 し抗原血清0.0015cc)に 依り「シヨツク」死を

來す.

3. 海〓 の經膚免疫に際 し皮膚 を通過 し血中に

進入す る抗原量は,甚だ僅微 に して,該抗原は12-

27日 後には既に血中より消失す.

4. 動物の流血中に現 るる遊離沈降素 と過 敏症

「シヨツク」死との關係を觀察 し,過 敏症發 症には

體細胞内の抗體が重要なる役割を演ずる ものに し

て,血 中の遊離抗體は殆ど之に關與 せず して,寧

ろ抗過敏症的に作用す るものと信ぜんとす.

39. 白血球採取の補證竝に抗體に及ぼす影響に就て  小 泉 道 徳 君

近時抗體の産生は主 として網状織内皮細胞系統

に よるものなるべ しと言はる,然 らば白血球を多

量に採取することにより造血系統に刺戟を與へた

る時に抗體産生に如何な る影響を與ふるかは興味

ある問題なり.依 つて余は被檢動物の腹腔 より該

動物の許容すべ き限り連續 的に毎日白血球を採取

し,對 照動物に對 しては啻 に1.0%食鹽 水を腹腔

に注入するに とどめ,以 て白血球採取の海〓補體,

家兎に於ける既成溶血素,血 球凝集素竝に沈降素

に及ぼす影響 を檢 し,更 に溶血素竝に血球凝集素

産生に及ぼす影響 をも檢索 し,同 時に要に臨みて

血液像を檢 しつつ實驗を重ねた るに,海〓 補體に

及ぼす白 血球採取の影響は殆ど認め難 きも,既 成

抗體に於ては對照に比 して抗體減 少度稍 々強きも

のの如 し.而 して白血球採 取により假性「エオジ

ン」嗜好性多核白血球は増 多 し淋巴球は減少せる

を認む.次 で白血球採取 の抗體産生に及ぼす影響

は,白 血球採取によりて幾分抗體産生増強せらる

るものの如 し.

更に余は「ヌクレイ ン」酸を家兎に注射 し腹腔 よ

り白血球を採取 し,以 て抗牛沈降素産生に及ぼす

影響を檢 したるに,單 に「ヌクレイン」酸を注射せ

るもの或は之等前處置を施 さざるものに比 して産

生能力稍々良好な るを知れ り.然 れ ども既成抗體

に對する「ヌクレイン」酸の影響は之を認め得 ざり

き.

敍上の實驗に次で鶏赤 血球免疫家兎凝集素及び

赤血球核免疫家兎凝集素の家鴨,鷲 鳥,雀,龜 及

び山羊の各赤血球に對する類屬反應度を比較せる

に,後 者に於て類屬 反應度著 しきを認め得た り.

次で鷄赤血球核を「ヌクレイ ン」酸及び「ヒス トン」

に分ち.兩 者の鷄赤血球に對する溶血素竝に凝集

素の産生に就 きて檢索せるに,兩 者共に産生能力

を保有すれ ども「ヒス トン」に於て著明なるを知り

得たり.

40. 血液 細 胞 の抗 體 産生能 力に就 て  竹 田 治 海 君

冤疫學的研究の興味の對照は抗體の本態と其の

成立に向ひつつあ り.而 して抗體成立に關 しては

網 状組織 細胞となす もの及び組織細胞は總て抗體

産生をなす と云ふ もの及び血液細胞も亦 抗體産生

可能な りと云ふ ものあり.余 も亦血液細胞の抗體

産生能 力の有無 を檢せり.余 は抗原を血液細胞と

生體 内及び生體外 接觸法 により抗 原と細胞と接觸

せ しめ37℃,室 温(20℃ 前後)氷 室(0℃ 前後)に

於て保存培養 し其の抗體産生能力を檢せり.而 し

て抗體は 沈降素の檢索 を,實 驗は主と して氷室に

於て行へり.抗 原は山羊血清を用ふ.正 常家兎血

清には山羊 血清に對する正常沈降素な し.

1) 能働免疫家兎 血清中に抗體未だ發 生せざる

時期に採血 し保存培養する時は該血清中に沈降素

の護生を見る.2) 免 疫後 早期採血 血液 よりも

晩期(45日 目)の採 血血液に抗體産生能力強 し.
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3) 採 血血液産生沈降素 と生體内産生沈降素は後

者の方優良に して沈降素價竝に結合帶高 し.兩 者

は 結合帶 を異にす.4) 冤疫晩期に採血せるも

の は結合帶 も次第に生體内の夫れに近似 して上昇

す.5) 氷室,室 温,孵 卵器に於ける血液の抗

體 産生能力は氷室,室 温却て孵卵器内よりも良好

な り.孵艀卵器に於ては新陳代謝後 者の方旺盛に し

て細胞の生活能力の減却に依るならん.6) 脱

繊維,非 脱繊維,非 動性,加 「トリプシン」血液の

抗體産生能力は脱繊維最 も良 好に して非脱繊維 血

液 も亦微量乍 ら能 力を發揮 し,非 働性血液は皆無

な り.加 「トリプ シン」血液は沈降素減却せ り.

7) 抗原細胞生體外接觸法にて も微量乍ら産生能

力あ り.而 して白血球 比較的良好な り.8) 抗

體未だ出現せざる處置家兎血清竝に血球,正 常家

兎血清竝に血球を交互に混合作用せ しむ るに處置

血球の方産生能力大なり.9) ・ 血液細胞の沈降

素産生は血清蛋白注射に より特異性を有する抗體

を産生する ものの如 し.10) 血液細胞 も亦抗體

産生能力を發揮す.

41. 抗原の腹腔内再注入による過敏症に就て (續報)

桑 原 一 郎 君

余は前囘に於て,海〓 の腹膜に注入 されたる抗

原の血中出現量を測定す るに當 り,檢 査用抗牛家

兎免 疫血清を,適 當の方法により豫め一定度に稀

釋使用すべきを推奨 し,腹 腔再注入により過敏症

死 を惹起せ しむ るには,例 之海〓 血中の沈降素價

1:25に 對 し,61倍 の結合帶相當量の如 き比較的

大量の抗原を注入 し,以 て速に血中抗原濃度の結

合帶或はそれ以上に相當せる濃度に達するを要す

べ きを報 告せ り.今 囘は尚ほ此事實を確證せんと

欲 して.WitteのPepton及 び高張性食鹽水を抗原

と同時に,或 は1時 間,4時 間 を經て,抗 原を夫

れ夫れ,被 感作竝に正常海〓に注入 して,其 の際

の過敏症及び抗原血中出現状態を檢 査し,次 の事

實を確知 し得た り.

1) 腹腔 内再注入によ り,定 型的過敏症を起 さ

しむるには,例 之,該海〓流血中の沈降素價1:25

に對 して,64倍 結合帶相當量の大量抗原を必要と

し,而 も腹腔 よりの吸收迅速に,遅 くとも,5分

乃至10分 に して,結合帶に相 當する或はそれ以上

の血中抗原濃度に達す るを必要とす.2) 注射

部位及び海〓の個性等の如 き種々不明因子の影響

によ り,過 敏症に變動を來 した る際に抗原の檢査

は特に意義あるもの と思惟す.3) 高張性食 鹽

水及 びPeptonの 影響による過敏症の變動特に其

の著明なる阻止現象に就きては,直 接抗原の吸收

状態によりて,明 確に説明 さるべ し.

42. 含 水炭素 の抗 原性 に就 て

内 藤 達 雄 君

免疫學上抗原 作用は蛋白體の特異性の如 く考へ

られ しが,近 時類脂體にも其の存在認知され,更

に進みて現時は含水炭素に 就きて其の存在論及さ

れつつ あり.

・余は含水炭素の1例 と して「メルク」製 「アラビ

アゴム」末をとり之を食鹽水に溶か し,家 兎竝に

海〓に接種 し,種 々なる免疫反應を實驗 したり.

其の結果處置前は家兎 血清に於て沈降反應竝に補

體結合反應性な りしが,免 疫處 置後其の血清は前

記兩反應陽性を示せ り.更 に海〓に試みた る能働

性過 敏症實驗 も陽性を示せるもの數 例を算せ り.

猶ほ加熱による抗原性の變化及び抗體産生能力を

研究 したるに,大體に於て100度 に57分 間加熱 し

たる ものは兩作用 ともに消失するものと察知さる
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43. 赤痢血清に對し高度の被凝集性を呈せる赤痢患者より

檢出せる一大腸菌株の性状に就て 竹 内 守 之 輔 君

「パラ」凝 集反應を呈する大腸菌を獲んと欲 し赤

痢患者より檢出 したる一大腸菌株に就き次の性状

を獲た り.

1. 本菌株の生物學的性状は普通大腸菌に一致

せ るも赤痢血清(傳 染病研究所製造)に 對 しては

8000倍稀釋 に對 し被凝集性を有 し吸收試驗により

て も他の普通大腸菌株 と其の性状を異にせるもの

の如 し.

2. 本菌株を60℃, 80℃ 及び100℃ 各2時 間加

熱後 の被凝集性を檢するに80℃ にて減弱 し100℃

にて囘復せ り.

3. 本菌株を以て免疫せる家兎 血清は異型赤痢

菌株の何れも凝集せ しむ るもA菌 株に對 し最 も強

し,各 異型菌株を以て免疫せる家兎血清に對する

本菌株の被凝集性に就ては同樣A型 に最 も強きも

のの如 し.

4. 本菌株は既に260日 間毎日竝に毎月普 通寒

天培養基に培養を重ぬるも被凝集性を殆 ど減弱せ

ず.患 者 全治後100日 を經過せる後採取せる大腸

菌株も同樣に強 き被凝集性を赤痢血清に對 し示 し

た り.

5. 本菌株免疫家兎血清,赤 痢 血清及び正常家

兎血清10%加 寒天培養基に發育せる 本菌株の被

凝集性を比較す るに本菌株免疫血清加寒天培養基

に發育せ るものは前述赤痢血清100倍 稀釋に凝集

せ られざるも正常家兎血清加培養基に於けるもの

は2000倍 に於 て尚ほ陽性を呈せ り,赤痢血清加寒

天培 養基の もの此中間の成績 を示せ り.

血清加培養基に於ける被凝集性の變化は培養を

繼續 するも容易に囘復せず.尚 ほ逆に試驗管内に

於て大腸菌の赤痢菌に對する被凝集性の變化は試

驗中に して後 日に讓 る.

6. 本大腸菌に對する免疫 血清と細菌浸出液 と

の沈降反應を見た るに大體凝集反應の成績と一致

せ り.

右 に て本 日 の講演 を終 る,時 に 午後5時な り.

第2會 場(生 化 學 講 堂)第2日(2月18日)

本 會場第2日 は午 前9時30分 よ り稻 田主幹 の 開會 の辭 によ り講 演 を開始 す.

44. 溶血素の溶血阻止現象に就て (1報)  山 根 馨 君

人及び諸動物の血清の溶血阻止現象あることは

古 くより研 究され其の業績數 多あれど主と して廣

義の溶 血阻止現象に して溶血阻止現象のみに就い

ては使用補體 並に溶血素量に注意せるもの尠 し因

つて余は山羊血球 を以て家兎を免 疫し得たる抗山

羊血球免疫家兎 血清を以て其の溶血阻止現象に就

て研究 し興味ある結果を得たるを以てここに報告

せん とす.

抗山羊血球免疫家兎血清は其の免疫の度數又は

其の溶血價の如何に關せず常に溶血阻止現象を認

め溶血阻止帶 も略ぼ一定稀釋部に現出 し溶血素4

單 位の稀釋部常に溶血反應 最鋭敏なることを認め

た り.次 に溶血阻止現象は溶血素血球補體相互間

の適比量に依 るものならん.
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45. 炎症性膀胱の抗原吸收に就て 赤 枝 守 一 君

予は曩 に家兎の健常膀胱粘膜 の山羊血球又は牛

血清等の異種蛋白に對する吸收實驗に 於て,健 常

膀胱粘膜に吸收力の存在を肯定 したるを以て,更

に家兎膀胱に人爲的に炎症を惹起せ しめ,此 場合

に於ける山羊血球又は牛血清に對する膀胱の吸收

を實驗 し,以 て健常膀胱粘膜の同一抗原に對する

吸收 と比較せ り.

抗山羊血球炎性膀胱免疫 の場合には,5―10%同

液を膀胱に注入 した るに,其 の抗血清の溶血價は

同血球健常膀胱免疫の時 より低價な り,又 血球凝

集反應及び沈降反應は健常膀胱免疫の時と同様に

陰性なり.

抗 牛血清炎性膀胱免疫の場合には,牛 血清15―

20ccを1囘 又は隔 日3囘 注入せ しに,其 の抗血清

の沈降價は同血清健常膀胱免疫血清の,そ れより

遙に高價なり.故 に先輩學者の所謂炎性膀胱は健

常膀胱よりも抗原(藥物)に對 し,吸 收力大な りと

の説は,牛 血清を抗原とす る時には一致するも山

羊血球を抗原とする時には符合せず.

46. 各種沈降原の體内保留期間に就ての研究 (第4囘 報告)

抗原の變性に就て (續報) 井 上 一 雄 君

演者は第1報 竝に第2報 に於て生體内に注入さ

れたる沈降原の生體内保留期間に影響を及ぼす諸

要素に就て述べ第3報 に於ては健康動物體に注入

された る抗原の質的變化につき論及 し生體内に注

入された る抗原は生體内に於て變 化を蒙 り,其 の

抗 原性の變化す る事を述べた り.

今囘は前囘に引き續き再び健康動物體 内に注入

された る抗原(血清)の變 性につ き論及せ り.

即ち注入 されたる抗原の動物體 内に滞留す る期

間と,其 の變性程度 との關係を檢 し種々なる經過

につ き體内滞留期間の等 しきものは略ぼ同程度の

變性を蒙る事を明かに し,亦 該變化を受 けたる抗

原の免疫體産生に對す る態度を檢 し,長 時間生體

内に滯留せ し抗原程免疫體を容易に産生する傾 向

ある事に就て述べた り.

47. 二,三 急性 傳染 病 に於 け るWelch氏 菌 に就 て 須 賀 廣 太 君

Welch氏 菌に關する研究は細菌學的,血 清學的

竝に臨牀 方面にては外科領域に於ては詳細にされ

居るものの如きも,諸 種の内科的疾患に於ては餘

り檢索 され居らざるものの如 し.

因て余は其第1着 手 と して二三急性傳染病患者

の糞便に就き聊か本菌の排泄状態を調査せ しを以

て其の概要を報 告せ り.菌 の分離培養法はMark

Shoetensack氏 法(東 京醫事新誌No.2674,昭 和5

年5月18日發 行参照)に 依れ り.

1) 腸「チフ ス」.本 症患者の糞便に就 き檢索

され しはGusartscbik氏 及び富澤武雄氏あるのみ

の如 し.余は本症患者45名 に就 き檢せ しに陽性な

りしも の27名 即ち60%な りき.こ の中腸出血を

起せ し者4名 即ち約15%,死 亡せ し者7名 即ち約

26%な りき.陰 性な りし者の中腸出血を起せ し者

及び死亡せ し者各1名 ありき.陽 性な りし者の中

腸出血を起せ し者及び死亡せ し者は概 して本菌集

落を多數證明せ しものなるが,死 亡せ し者の中2

名には比較的少か りき.本 症の經過と本菌の排泄

状態 とを觀るに概 して恢復に向ふに從ひ遞減する

ものの如 し.併 し脚氣樣症状の殘存せ る者にては

退院期に於ても猶ほ可成多數 の集落を證明するも
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のの如 し.「チフス」菌排泄状態 とは無關係な るが

如 し.

2) 赤痢. 本症患者の糞便に就き檢せ し者無

きが如 し.余は17名 の本症患者の糞便に就き檢せ

しに全部陰性な りき.尚 ほ これ以上多數に就 き檢

す るも恐 らく陰性ならんと思惟す.

3) 猩 紅熱. 本症患者の糞便に就き檢せ し者

是亦無きが如 し.余 は27名 の本症患者の糞便に

就き檢せ しに陽性なり し者13名 即ち約48%な り

き.陽 性な りしものにても集落數は種 々なりしが,

こは 症状の輕重とは餘 り關係無きが如 し.本 症に

於て最初多數 の集落を證明せ しものにて も恢復に

向ふに從ひ遞減す ること腸「チフス」に於けるが如

し.

4) 「ヂフ テ リア」. 極少數 の患者の糞便に就

き檢せ しも全部陰性な りき.

以上の結果を一括す るに本菌は腸「チフス」に於

ては過半數 に,猩 紅熱に於ては約半數 に其の糞便

より證明 さるるものの如 く,赤 痢に於ては證明さ

れざるものの如 し.こ の中吾々臨牀家にとりて多

少の参考 となるは腸「チフス」患者に於て本菌を其

の糞便より多數 に證明す る場合に して,こ の時は

概 して病状重 く,腸 出血を起 し易 く,豫 後 不良な

ることの多きが如 し.

48. 蜘 蛛 膜下 出 血症状 にて發 病 せ し「パ ラチ フ ス」Bの1例

松 枝 新 君

演者は49歳 男子にて蜘蛛膜下出血症状を以て

發 病 し其の後の病勢經過中に 血清學的檢査の結果

「パラチフス」B型 菌に強陽性なる凝集反應を呈す

るを確かめ得た る例につき報告せ り.

49. 蜘蛛膜下 出血の臨牀上統計的觀察 松 枝 新 君

演者は最近3箇 年間に診療せる蜘蛛膜下出血12

例に就きて統計的觀 察と して,本 症は比較的多 き

疾 患なる も見逃 し易 く又誤診せ られ易きを以て注

意すべきを説き,其 の詳論と して,年 齢,性 別,

職業,既 往の疾病,體 質,發 病時の主徴候,血壓,

血液 ワ氏反應,腦 脊髓液の所見,發 病年月日,轉

歸年月日,經 過 日數,季 節的關係,後 遺症,再發,

誤 診せられ易き疾患,治 療法等に論及せ り.

年齢 一般に40歳 乃至60歳臺 に多 し.

性別 特に著 しき差異を認め得ず.

職業 上下貴賤 貧富の別 なし.

既往の疾病 著患なきものに多 し.頭 部外 傷後

等 は1名 も之を認めず.

體質 一般に卒中質の ものに多 きことは年齢及

び血壓 と關聯 して注意すべ き點な り.

發病時 の主徴候 急劇なる激頭痛,嘔 吐,眩暈,

人事 不省を以て始まること多 し.

血壓 一般に高血壓の者罹患 し易きことは原因

的且豫後上注目すべき點な り.

血液ワ 氏反應 本症 と密接な る關係を認むるこ

と能はず.

腦脊髓液所見 壓 は一般に可成高 し.性 状は強

度の血性 より 「クサン トクロミー」に至る階梯あ

り.

發病年月 日及び季節的關係 一般に初夏より初

秋に亙 りて又 冬期にも多 く發病せるを見 る.本 例

中初囘は夏期に,再發 は冬期に發病せる2例 を見

る.又 他の季 節に も發生を見る.

轉歸及び經過 日數 治癒 日數は大凡30日 乃至

40日 な り.死 亡 日數は區々な り.

後遺症 一般に認めず.然 れども暫時性格の變

化,記 憶力減退,頭 重等又「コルサコフ」症候簇 を

一時後遺するものあり.

再發 6例 の治癒者中2例 の再發 を認めた り.
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従つて本症は再發 し易きものな り.

誤診せ られ易 き疾 患 腦溢 血,尿 毒症,腦 炎,

腦軟化症,腦 徴毒,「 ヒステ リー」等な り.

治療法 診斷又治療的の意味に於ても腰椎穿刺

を第1と す.時 に瀉血を必要とすることあ り.高

張葡萄糖液大量靜脉 内注入及び高張食鹽水靜脉 内

注入に も大なる意義の存す ることもあるべ し.

50. 發疹Typhus研 究室内感染の1例

松 原 良 一 君
脇 坂 常 治 郎 君
大 林 達 三 君
中 原 亨 君

發疹Typhus病 毒の動物傳達實驗に從事 中な り

し1醫 師(29歳)昭 和8年4月17日 悪寒,頭 痛を

覺え,嘔 吐を催す.體 温37.5℃.本 病株は 大連満

鐵衛生研究所兒玉博 士よ り送附された る池系病毒

な り.4月19日(第3病 日)に至 り全身倦怠甚だ

しく,體 温38°を示 し脾腫及び尿Diazo反 應陽性

た り.胸 部前面に3―4箇 の發疹を證明す.同 月

21日(第5病 日)發 疹數を増 し全身殊に四肢に迄

蔓延 し性状特有となる.體 温39.4°Weil-Felix反

應第5病 日50倍 陽性.第8病 日200倍 陽性,第16

病 日1600倍 陽性な り.即 ち1) 發疹の既に發病

第3日 より現はれ,形 状大小不同に して且短時間

(2日)中 に蔓延 し,出 血疹に移行 し,加 之發疹部

位の特有なる(四 肢に著明に して特に手掌,足 蹠

に迄及ぶ),2) 4日 間に して急速に體温上昇せ し,

3) 脾腫竝に尿Diazo反 應の罹患早期に出現せる,

4) 相當量 の刺戟型を含める白血球 像,5) Weil-

Felix反 應の高度陽性なる等の所見に據 り臨牀 上

本症 例 を發 疹Typhusと 診 せ り.血 液,屎,尿 等 よ

りのTyphus及 びParatyphus菌 培 養 陰性,Widal

反應 は腸Typhusに 對 し強 陽性(1600倍)た り し

も,こ は 本 患 者の6年 前 重症 腸Typhusを 經過 せ

しよ り觀て,所 謂 既往 性 血 清反 應の 發現 に外 な ら

ざ るを 知る.

發 病後 第8日 目,本 患 者血液 を採 取 し,其 の

1.0cc宛 を2頭 の家 兎 睾丸 に接 種 し,之 よ り次 代

家兎 睾 丸及 び 更に 白 鼠腹腔,白 鼠 よ り又 海〓 腹 腔

へ と累代 接 種 を施せ しに 其の 白 鼠及 び 海〓 の各1

頭 よ り少數 のRickettsiaを 證 明せ り.本Rickettsia

は形 態 的にR. Prowazeki竝 に 發疹熱Rickettsia

と區 別 す る所 無 き も,本 例 患者 病毒 の 動物 體通 過

實 驗 の成績 は 發疹Typhusの 夫 れに 一致 せ り.尚

ほ 余等 は本 例患 者病 毒 感染 家兎 と發 疹Typhus池

系 病 毒感 染 家兎 との 間 に交 叉免 疫 の成 立せ るを 確

め た り.以 上 に 由 り本 例は 發疹Typhus研 究室 内

感 染 の1例 た り しを 知 る.

51. 發 疹 熱及 び 發疹Typhus感 染家 兎に於 け るWeil-Felix反 應に 就 て

大 林 達 三 君

余等の 發疹熱 大森系 及び 大蓮 満 鐵 衛生研 究 所 よ

り送附 された る發疹Typhus池 系 病毒感 染 家兎 に

於て,Proteus X19菌 のO型 及びH型,Proteus

X2菌 及びXK菌 の各O, H型 を 使用 し,其 のWeil-

Felix反 應に 就て 實 驗せ り.其 の成 績 下の 如 し.

1) 發 疹熱 及 び發 疹Typhus病 毒感 染 家兎 の

Proteus X19菌 に 對 するWeil-Felix反 應 は 常に陽

性 な り.2) 最 高凝 集價 は320―640倍 に して 時

に1280倍 に 達す る もの あ り.3) Proteus X19菌

のO, H各 型 何れ に 於て も生 菌 は死 菌 に比 して更

に 高 度 な るWeil-Felix反 應 を現せ り.4) O, H各

型に 由 る反 應はO型 の方 較 著明 な り.5) Proteus

X2菌 及びXK菌 に 對 しO, H何 れ の型 に 於て も反

應 陰性 な り.6) 病 毒 再接 種 のWeil-Felix反 應 に

及ぼ す 影響 は 僅少 な るか 或は 之 を認 め ず.
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52. 流 行性 腦炎 に於 け るWeil-Felix反 應 に就 て 北 川 義 重 君

演者はX19, X2及 びXK菌 を使用 し夏期型流

行性腦炎患者16例 のWeil-Felix反 應を檢 し,其

の 成績に就き考察を加へた り.而 して特にX19菌

反 應陽性例の示す最高凝集價が標準限界値以下に

存するに由り,本 型腦 炎と發疹窒扶斯との間に論

議せらるる類縁關係の,血 清學的に論 じ根據尠 き

を述べた り.

53. 耳性腦膜炎に於 ける腦脊髓液中の細菌に就て 岡 崎 衞 生 君

耳性腦膜 炎の起炎菌として好氣性菌 の研究は盡

して剰す所無きが如 きも,嫌 氣性菌に關する吾人

の 知見は頗る淺薄幼稚に して,之 が臨牀 上特に人

體 病理に及ぼす意義に就ては今日尚ほ殆 ど知 られ

ず と云ふも過言に非ざる可 し.斯 くの如 く耳科領

域 に於て嫌 氣性菌の研究殆ど全 く顧 られざりし所

以を按ずるに,先 づ酸素の供給不斷に行はるる中

耳腔は其の生活に不適當な りと考へ られ し事,次

に 嫌氣性菌は殆 ど常に混合感染を特異 とす る慢性

耳炎に現れ,從 て多種多樣なる細菌群中より之を

追求す るの甚だ困難な りし點.第3に 之が臨牀上

輕視 され し所以は,本 來人體内にては電篤な る病

變 を惹起するに拘らず多 くは試獸病原性殆ど認め

られざ りし事等を擧 げ得可く,.最後に最 も重要な

るは,從 來嫌氣性菌を例へば「テタヌス」菌,瓦 斯

桿 菌及び ワンサ ン氏菌等形態學的に も生物學的に

も周知の細菌群に限局 し,誤 れる見地 より觀察 せ

し結果,或 は好氣性菌 と形態上全く一致する嫌氣

性 連鎖 状球菌,葡 萄状球菌等を恐 らく培養を追加

せず して單に顯微鏡的にのみ診斷 し,或 は平 素は

所謂「ザプロフイテ ン」と して生棲 し適當なる生活

條件に達するや病原性を發揮ず るが如 き嫌 氣性菌

あるを看過せ り.

演者は この缺陥に注意 し最近の臨牀 例を集め其

の分離菌を詳細に追求せ り.即 ち第1例 の嫌氣性

粘液性連菌の成 立に關 し文獻 により臨牀 經過に基

き「ム タチオ ン」或は「モデイフイカチオン」に よる

變易移行なりと説 き,該 菌が普通菌と異 り惡臭瓦

斯形成能 力あ りし點に注意せ り.次 に分離せ し2

株の桿菌中1は ペイロンの第1型 に相當 し,他 は

特長づけること不可能な りき.後 者に於て腦脊髓

液が病状進行と共に次第に比較的清澄にな りしを

該菌の細胞質分解能力あるに歸 し,腦 膜炎豫後決

定の一般的所見と相反する點に注意せり.

演者は更に之が臨牀的意義を述べ,起 炎菌の證

明は豫後及び治療 方針決定に資る所大な るが故に

惡臭性耳炎に於ては常に嫌氣性菌の存在を考慮 し

之が追求の必要なる可 きを強調せ り.

54. 諸 種疾 患 に於 け るProteus X2菌 及 びXK菌Weil-Felix反 應 に就 て

中 原 亨 君

Proteus X2菌 及びXK菌 兩菌種の各O, H兩 型

を 以て發疹Typhus,發 疹熱,恙蟲 病,流 行性腦炎

を除 く他の諸種疾患(90例)竝 に健康人(25例)

に 就 き,其 の血清 の呈するWeil-Felix反 應を檢せ

しに,之 等菌種のO, H兩 型に對 し以上諸種疾患

及 び健康人にあ りて も屡々反應陽性なるを知れり

但 し其 の凝集價は一般に低 くして,最 高凝集價25

倍,50倍 陽性なるもの其の大多數 を占め,稀 に

400倍 に達するものあ り.本 成績に由り余は以上

兩菌種を以てせる400倍 以内の陽性Weil-Felix反

應に對 し普遍的意義を認めんと欲するものな り.

196



總 會 記 事 401

55. 小兒に於ける腸寄生蟲殊に蟯蟲寄生の頻度及び該蟲卵檢索

諸方法の優劣に就て 森 脇 忠 男 君

諸年齢の小兒に 就き蟯蟲,蛔蟲,十 二指腸蟲,

鞭蟲 等の寄生程度及び寄生と小兒の諸種條件との

關 聯等を調査 し,又 糞便,肛 門周圍 洗滌液,指 頭

洗滌液等の諸檢査材料に就て蟲卵檢出の頻度を比

較 し夫等材料の何れが,何 れの寄生蟲 卵檢出に好

適なるやに關 し檢索 し,夫 等 の成 績を述ぶ.

56. 實 驗 的肺 「ヂ ス トマ」病 家 兎尿 の化 學 的所 見 に就 て 加 賀 呉 一 君

「モグヅカニ」(Eriochejr Japonius)の 體内より

採集せ る肺「ヂストマ」被嚢幼蟲を70箇 ―150箇 を

健 康なる家兎に餌食せ しめ尿中無機燐 「カルシウ

ム」及び總窒素の排泄状態を定量的に觀察せ り.

無機燐「カルシウム」は1週 間前後よ り増量を來

し2週 間前後を極期と し其の後多少の消長を示 し

つつ減少 し40日 前後に して 殆ど 正常状態となれ

り.

總窒素は初期に於ては攝取せる食餌窒素量 より

も其の排泄量は遙に多く20日 目頃よ り平衡状態

を示せ り.こ れ らの變化は寄生蟲によ りて起 る體

内分解機轉の亢進に基 く「アヂ ドージス」に起因す

るものならむ.

57. 實驗的日本住血吸蟲病家兎肝臓の尿酸々化機轉に就て 西 崎 武 亥 一 君

演者は實驗的 日本住血吸蟲 病家兎の窒素新陳代

謝 試瞼 に於て「アラントイ ン」排泄量の激減するを

確めた るが,之 は本病家兎の尿酸 々化機轉の障碍

に因るべ しと想定 し本實驗を企てた るに果 して本

病家兎の尿酸々化機轉に著明なる遲延あることを

尿酸附 加試験に依 りて確證 し得た りと述べ,且 此

尿酸々化機轉の原因に就ては後 日實驗の上報告す

べ しと述べ り.

58. 實驗的急性蟲樣突起炎 三 木 良 定 君

家兎の蟲樣突起を絹絲 にて強く結紮する時は動

物は加答兒 性,化 膿性,又 は壞疽性蟲樣突起 炎を

惹起す.此 際結紮せる蟲樣突起腔内に人體の蟲樣

突 起炎よ り分離培養せ る大腸菌,フ レンケル菌,

連鎖 状球菌,葡 萄状球菌等の純培養 を生理的食鹽

水に浮游せ しめ一定量注射する時は動物は約2日

間 の後蟲樣 突起炎を起 し斃死す.今 前記細菌の2

種類を1/2量宛取 り混合 し注射する時は一層速に炎

症 を起 して斃死す.結 紮不完全なるか結紮を行は

ざる際は細菌を注射するも蟲樣突起炎を惹起せ し

め得ず.次 に正常家兎の蟲樣突起内容より細 菌を

分離培養するに前記4種類 の細菌生存す.然 れ共

其の毒 力を「マウス」を用ひ檢するに殆 ど毒力無 き

か或は極めて毒力弱 し.然 るに同一動物に於て其

の蟲樣 突起を結紮 し蟲樣突起炎を起 さしむる時は

夫等の細菌の毒力は甚だ しく増強す.即 ち實験的

蟲樣突起炎には閉塞腔 を形成する事必要なり.然

れ共家兎に於て異物を嚥下せ しむるも經口的異物

は閉塞腔の原因とはならず.實 驗的蟲樣 突起炎の

場合術前,術 後2時 間,8時 間,24時 間等に血中

鹽素量を測定せ しに,手 術後2時 間に稍 々減少 を

見るも間 もな く概ね正常値に恢復せ り.即 ち此際

血中の鹽素量には特に著 しき變動を起 さざる事を

知れ り.

59. 急性化膿性汎發性腹膜炎の副腎に及ぼす影響に關する實驗的研究

家兎副腎内「アドレナ リン」含有量の消長に就て 葛 城 雷 次 郎 君
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余は嚢に臨牀 的觀察に當 り,急 性穿孔性腹膜 炎

及び急性腸管閉塞症に於ける重症循環衰弱に對 し

外科的手術後 の處置と して「ア ドレナリン」反覆皮

下注射の著效 あるを經驗せ しが,此 事實に鑑み,

就中急性腹膜炎に於ける副腎の態度を窺知せんと

欲 し本實驗を企圖せ り.實 驗動物と しては健常成

熟雄性家兎を選擇 し,副 腎内「ア ドレナ リン」含有

量測定法は須藤,井 上氏法に從へ り.即 ち實驗的

に急性化膿性 汎發性腹膜炎を惹起せ しめ,術 後4,

8, 12, 24及 び48時 間の5期 に分ちて,副 腎 内「ア

ドレナ リン」含有量の消長を時間的に觀察せ り.

尚ほ本實験の對照と して,別 に急性腸管閉塞症及

び菌血症家兎に就 き同樣の觀 察を行へ り.

1) 實 驗的急性腹膜炎家兎に於ては,症 状の進

行と共に副腎内「ア ドレナ リン」含有量の遞 減を示

す もの及び第12乃 至24時 間以後 に於て殆ど不變

なるか或は比較的増量の傾向を示す もの あり.

2) 實驗的急性腹膜炎家兎に於ては其の大多數

に菌 血症の發現を認めた り.

3) 實驗的菌血症家兎に於ては,副 腎内 「ア ド

レナ リン」含有量は一般に著變を呈せざるが如 し.

4) 實 驗的急性腸管閉塞症家兎に於ては,副 腎

内「ア ドレナ リン」含有量は時間的經過と共に常に

減少す.

60. 急性汎發性腹膜炎に對する持續洗滌液の選擇 徳 毛 卓 三 君

演者は急性 汎發性腹膜炎に對す る持續 洗滌液の

種類と温度が血壓竝に腸管蠕動に及ぼす影響を檢

した り.

腸管蠕動の觀察は主として家 兎有〓 腹 法に據

る.即 ち 「ア ドレナ リン」を適宜含有す る38度 内

外 の生理的食鹽水を最適なる洗滌液 とせ り.且 低

温洗滌 の危險 を述べ實験家兎に於ける結果を詳述

す.

右 に て晝 食 の爲 め休會 し,午 後1時 よ り講 演 を始 む.

61. 急性 汎發性腹 膜炎 に對 す る持續 洗滌 療法 の 生體 に及 ぼ す影響

井口 與 志 子 君

急性汎發性腹腹炎の持續 洗滌療法が生體に及ぼ

す影響を演者等の臨牀 例14例 につき觀察 した る

結果を詳述す.

即ち本療法は汎發性腹膜炎に起因する不快に し

て危険なる症状を一掃 し且他の療法に比 し著 しく

速に腸管蠕動を起さしむ.即 ち演者等が本法を施

さざり し以前の症例27例 中糞瘻 を施せ しもの23

例の多きに及ぶにかかは らず本法を行ひたる後の

14例 中には糞瘻 を施 した るもの5例 に過 ぎず.即

ち本法は急性腹膜 炎の豫後 に關 し樞要なる役 目を

有する腸管蠕動促進に極めて有效 なる療法な り.

演者は 又本法が膿汁又は炎症を腹腔 末梢に波及せ

ざる事實を證明すべ く細菌竝 に色 素を家兎腹腔中

に注入 し一定時間の後に本法を行ひ之を在來の方

法 と比較 し細菌竝に色素の運命を追求せり.

62. 急性汎發性腹膜炎に對する持績洗滌療法の豫後に就 て 廣 岡 信 三 君

演者は急性汎發性腹膜炎に封す る腹腔持續洗滌

療法の豫後に關 し他の在來療法より著 しく有效 な

る事を證明すべ く急性汎發性腹膜 炎を發生せ しめ

し家兎に於て持續 洗滌例と綿紗挿入例 との死亡時

間を比較せ しが持續洗滌 例が對照例に比 し延命の

事實を確めた り.

演 者等は持續 洗滌療法が豫後に關 し臨牀上觀察

せ し事實 と相一致す るを確めた り.
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63. 余の考案せる急性汎發性腹膜炎持續洗滌療法 と其の成績 榊 原 亨 君

演者の考案せる腹腔持續 洗滌装置を説明供覧す.

而 して該裝 置を應用せる手術法竝に其の治療方針

を詳述 し演者が本療法により治療せ し晩期汎發性

腹膜炎14例 の治療率が在來の治療法によりし61

例 の自家臨牀 例の 治癒率よ りも約30%の 高率 に

あるを述ぶ.

64. 婦人的科腰痛と脊椎所見 矢 島 壽 君

「レントゲ ン」寫眞に表は るる腰椎骨の陷沒,硬

化,横紋 形成は畸 型性脊椎強直症の前驅 的變化に

相當する一種の消耗現象で あつて屡々若年婦人の

腰痛原因となる事をUbermuthが 發表 したので,

之を追試す るため40歳 以前 の腰痛婦人に して 脊

椎に認むべ き臨牀 所 見なき者50例 を選んで腰椎

撮影を行つた結果6例 に於て上記の諸現象を發見

した.其 の中3例 は子宮後轉症を有 し,2例 は附

屬器炎を伴ひ,1例 は性器に異常な き者である.

處が之等婦人科的疾 患を全治せ しめたに拘らず腰

痛の程度に變 化な く,腰 部の赤外線療 法某の他對

照處 置によつて漸 く消退せ しめ得た かかる經驗

か ら演者もUbermuthの 現象を腰痛の一原因に加

へて治療すべきものと考へてゐる.

追 加 本 多 稔 君

(1) ユ氏現象の發現と年齢 との關係如何.

(2) ユ氏現象を認め しは,畸 形性脊椎炎を除外

す るために40歳 以下の患者に於て 檢査せられ し

結果との御説なるも,余 の研究によれば,畸 形性

脊椎炎は大體40歳 以上に於て 之を 見ること最 も

多けれ ども20歳 代の若 年 者に於ても屡々證明 さ

るるものな り.乃 ち40歳 以下の人に於て畸形性

脊椎炎を除外す るは考慮の餘地ありと思惟す.一

言追加とす.

本多君に對する答辯 矢 島 壽 君

被檢査年齢を特に40歳 以前 と限定 した 次第で

U.は40歳 以後 に頻發 する畸型性脊椎強 直症を除

外するためで本症を畸型性脊椎強 直の前驅症状 と

考へ る以上,若 年者に於ける頻度 と出現年齢を調

査す ることが第1の 目的で最も意義あることとな

るからであ ります.若 年者に畸型性脊椎強直の多

いことは私 も同感で,こ れと病理的に意義を等 し

くせる本症 も若年婦人に多いことは亦當然 と言は

ねばなりません.

65. 巨 大 な る後 腹膜 嚢 腫 の1例 井 上 正 之 君

21歳 の既婚婦人.巨 大卵巣嚢腫剔 出の 目的にて

手術を施せるに,遺殘 せる原腎より發生せ る,約

大人頭2倍 大の後腹膜嚢腫な りき.斯 の如 き例は

蓋 し甚だ稀有な り.依 りて茲 に報告す.

66. 左側頸淋巴腺及び左上鎖骨窩淋巴腺に卵集より轉移せる

癌性砂粒乳嘴状嚢状腺腫に就て 横 山 光 男 君

卵巣腫瘍の頸部竝に左上鎖骨窩淋巴腺轉移は稀

有なるものに して殊に砂腫性々質を帶びたるもの

に於て然 り.

演者は最近其の1症 例に遭遇 し其の一端 を報告

す.患 者は31歳 の女子に して内生殖器,左上鎖 骨

窩部及び左側頸部に腫瘤を有す.後2者 を剔出 し
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其の組織學的檢索を行ひた るに,卵 巣に原發 し癌

變性せ る乳嘴状嚢状腺腫に して該部淋巴へ轉移せ

しものと認めた り.尚 ほ其の砂粒形成に就きては

腺樣造構に配列せる腫瘍細胞 よりの分泌物が硝子

樣變性に陥 りこれに石灰沈着 して 生 ぜ しもの な

り.

併せて一般砂腫性腫瘍の發 生部位的關係,腫 瘍

別及び性的關係等に就きて統計的觀察をも試みた

り.

67. 雄性 「マウ ス」を以 てす る「ホ ル モ ン」妊娠 診斷 法 に就 て

光 井 貞 八 君

所謂腦下垂體前葉「ホルモン」は雄性幼若 「マウ

ス」生殖器系統に著明なる變化を起す ものなるこ

とは諸家の認むる所な り.而 して睾丸に於ては 其

の成績全 くは一致せざるも,副 生殖器系統特に精

嚢に於ては例外な く早期發育を起 し明かに認め得

べき肥大を示す ことは諸家の成績一致せ り.此 事

實を妊娠早期診斷 に應用せんと試みた る者あるも

種々不適當なる點に逢着 し未だ實際に用ひられざ

る状態にあり.然 るに余は試驗動物を4.0g乃 至

7.0gの 極 めて 幼 若 なる 「マ ウス」を用 ひ,之 に妊

婦 尿 を ツオ ンデ ッ ク.ア シユハ イム 氏法 に做 ひて

1囘0.1cc乃 至0.3cc宛48時 間 内に6囘 注射 し,

100時 間後 に開 腹精 嚢 の大 き さを 檢す るに 肉 眼 を

以 て 誤 る ことな き著 しき肥 大 を呈す る ことを 知 り

斯 の 如 き條件 の 幼 若 「マ ウス」 を用 ゆ る時 は,之

を妊 娠 診斷 法 と して 用ひ得べ き もの な るこ とを認

む.

68. 膀胱 「エ ン ドメ トリオー ゼ」の1例 赤 松 金 四 郎 君

23歳 の未産婦,數 年前より月經時の膀胱障碍を

訴へ居た りしが,最 近頓に高度 とな りたるにより

診を乞ふ.觸 診上骨盤腔内に抵抗あ り,壓 痛を訴

ふ.膀 胱鏡檢査にて,左 側輪尿管開口部の上に,

所々に青色に透視 さるる嚢胞を有する約鳩卵大の

腫瘤を見た り.月 經時には著 しく充血 し,全 體の

印象を強む.即 ち出來得可くんば手術的別出をな

さん と欲 し,試 驗的開腹術を施せるも,周圍 臓器

との癒着激 しきため別出不可能なるを知 り,「レン

トゲン」去勢術を施せるに自覺膀胱障碍全く去 り,

腫瘤 も次第に其の大 さを減じた り.膀 胱 「エ ンド

メトリオーゼ」は稀なるものに して,診 斷は定型

的特に周期的膀胱障碍により容易なり.療 法は手

術剔 出を理想 とするも,不 可能の時は 「レ ントゲ

ン」去勢術にても,充 分治療の 目的は達せらる.

69. 煙草の刑事採證學的知見 多 田 隈 建 雄 君

演者は岡山地方專賣 局管下に販賣せらるる煙草

(巻煙草11種,刻 み6種)に 就 き,總 窒素量,灰

分量,鹽 素量,浸 出竝 に加水分解に よる糖分量 と

を品種別 に測定比較 した るところ,各 測定成分の

含量に特徴を見出 し得ることあるを指摘 し,從 つ

て之等4成 分の定量 結果を綜合せば略ぼ其の品質

を明かにな し得べ く,從 つて之を刑事採證に應用

し得 ることあるべ しと述べ,且 將來 本實驗は各地

方別,品 種別,時 期別に檢査を續行すべ しと結べ

り.

右 にて第2會 場 に於 け る講 演 を了 す,時 に午 後2時30分 な り.
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第1會 場(第 一 講 堂) 第1日(2月17日)

豫定の如 く午前9時 より生沼庶務主幹の開會の挨拶あ りて直ちに左の講演に移 る.

70. 視 床の造構學的研究 石 島 達 君
吉 田 良 顯 君

余等の從前 より行ひ來れる狹義の視床に對す る

繊維構築學的研究,發 生學的研究等を顧慮 し,肉

食獸殊に犬 のNissl及 び髄鞘染色前頭斷連續 標本

を仔細に觀察 し,視 床の造構を明かに し,從 來行

はれ來 りたる視 床諸核の分類の一部を訂正 し,余

等の獨自の分類を提唱せ り.詳 細 は原著に譲る.

71. 視 床の髓鞘發生學的研究 菱 木 高 司 君

本研 究の 目的はFlechrigの 所謂 「髓鞘發生學的

根本原理」即ち異つた繊維系統は異つた時期に髓

鞘 を生ずと云ふ原理に基き主と して狹義の視 床諸

核の髓鞘發生の情況を觀察するのにある.

72. 鳥類特に家鳩,家鴨及び十姉妹に於ける神經管形成に就て

宮 本 義 太 君

 家鳩,家 鴨及び十姉妹に於ける神經管の形成に

關 し,其 の時期的竝に形態學的相違點 を詳細な る

顯微鏡檢索を行ふ と同時に精巧なる複成模型を製

作 し比較研究 し得たる成績に關 し,大 略次の結果

を報告せ り.

1) 各胎兒に於て明瞭なる神經溝 を認め頭方に

於て紳經皺襞 を形成 し神經堤をな し比較的深鋭な

る神經溝をなす時期は

家鳩に於ては原節 (2+1?)長 径3.0mm

家鴨に於ては原節 (1) 長徑3.0mm

十姉妹に於ては原節(1十?)

鷄胎に於ては原節 (2) (Keiber)

2) 各胎兒に於ける神經管を豫知せ しむべき嚢

状の神經溝をなすは

家鳩に於ては原節 (4+1) 長徑3.5mm

家鴨に於ては原節 (6-7) 長径3.6mm

十姉妹に於ては原節 (5) 長徑3.0mm

3) 各胎兒に於て中腦部附近は神 經堤は非臓器

的なれども,強 く接近 し緊密なる接觸をなすは

家鳩に於 ては原節 (6) 長徑3.0mm

家鴨に於ては原節 (9)

十姉妹に於ては原節(9) 長径4.0mm

4) 各胎兒 に於て尾方神經管の閉鎖を來すは 家

鳩に於ては 原節(11)長徑3.3mm,家 鴨に於ては

先づ 前神經孔閉鎖 し最後に尾方神經管閉鎖 し原節

(21)な り.

5) 前神經 孔の閉鎖 をなすは

家鳩に於ては原節 (16-17)

家鴨に於ては原節 (15)

十姉妹に於ては原節(14-15)

即ち余の檢 索によれば完全なる神經管の閉鎖 を

來すは

家鳩に於ては原節 (16-17)

家鴨に於ては原節 (19)

十姉妹に於ては原節 (14-15)
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73. 無尾兩 棲類(Bufo vulgaris jap.)に 於 け る水晶體 發 生 に就 て

渡 邊 武 君

無 尾兩棲類の水晶體原基がGoette (1875)の 唱

へたるが如 く最初より所謂solide Anlageと して

發育する ものな りや,將 又他の脊椎動物に於ける

と同樣,水 晶體小窩又は小嚢を形成す るものな り

やは甚だ重要且興味ある問題な りとす.余 は本問

題の解決に資せんが 爲めにBufo vulgaris jap.の

蝌蚪 に就て精細研究 したる結果を大要次の如 く演

述せ り.

即ち本動物に於て も他の脊椎動物に於けると同

樣,水 晶體板に次で水晶體小窩及び小嚢 を形成す

(但 し之には表皮基底層のみが關與 し,表層には何

等變 化な し).次で小嚢の内腔は間 もな く消失 され

水晶體原基は充實性 となる.然 るに間もな く其の

中心部に於ける細胞は疎 となると同時に數箇の原

形質空胞及び細胞間隙を生 じ,終 に之等は合 して

一 大空室 とな り,茲 に水晶體 小胞を形 成す.次 で

他動物に於けると同樣其の後壁肥厚繊維化 して前

壁に密着 し水晶體發育第1期 を終 了す.

初 め水晶體原基 と表皮 とを蓮絡せ る狹細なる水

晶體莖は水晶體原基の附近に於て離斷す.

74. 兩棲類脾臓原基の發生に就て 富 岡 諒 一 君

演者は兩棲類就中有尾 目と して岡山縣産Hyno-

biusの 連續 切片を作 り詳細顯微鏡的檢査をなすと

同時に正確なる蝋板複成模型を作製 し精密なる觀

察に依 り脾臓原基發生を研究 し共の發生部位,時

期,形 態構成細胞 の由來及び周圍 諸臓器との關係

等に就き闡明せ し結果を述べた り.

75. 後腎原基の發生に關する研究

(殊 に發生途上に於ける腎原基の位置移動に就て) 高 井禎 道 君

Sch-StLange 5.5mm乃 至17.0mm大 の豚胎兒

30箇 の連續 切片標本を使用 して標本及び蝋 板複成

模型により後腎 原基の發生状 態を 1. 集合管系統

の形態學的發 主 2. 發 生途上に於ける腎原基の移

動状 態 3. 後造腎組織及び細尿管の發生に就て研

究 したるものに して集合管系統の形態學的發生に

就ては5.5mmの 胎兒 に於て原腎管の尾部,内 側

背方よ り初めて腎芽 の發生する時期より7.0mm

の胎兒 に於て原始腎盂を發生 し12.0mmの 胎兒

に於て初めてPrimares Sammelrohrを 發芽 して

17.0mmの 胎兒 に至 りて多 くのtertiares Sammel-

rohrを 分岐す るに至 る迄の發生状態を模型圖に よ

りて説 明 した り.

發生途 上に於ける腎原基の移動状態に就ては發

生初期に於て 第30― 第29原節 の高 さに在る腎孟

が原腎管 の背側を頭 方に向ひ11.5mmの 胎兒に於

て 第28― 第26原 節の高 さにて總腸骨動脉 の複方

に至 り更に原腎の 内側を背頭方に進みて17.0mm

の胎兒にては第26―第22原 節の高 さに於て原腎の

背側外方に至る位置移動状 態を曲線圖によ りて説

明 し,腎 孟が尾方より總腸骨動脉の高 さに達する

に從ひて腎盂の頭端は次第に内側に偏 し,腎盂 が

總腸骨動脉の腹方に至る時は尾方 も亦内側に偏 し

て左右腎原基は互に接近す,而 して總腸骨動脉の

頭方に至 りては腎盂 の頭端は外方に偏 し17.0mm

の胎兒に至 りては腎盂 の尾端 も亦外方に偏 して左

右腎原基は互に相隔 りて原腎の背側外方に至る腎

盂の長軸方向變動状態を圖解 し,又 發生早期に於

て背方に向ひたる腎盂の背側が次第に背外方に向

ひ塗に12.0mmの 胎兒に至 りて全 く外方に向ふ腎

盂の廻旋す る状態を述べた り.

後造腎組織及び細尿管の發生に就ては 切片の所
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見によ りて後造腎組織が造腎組織の尾端 より發生

し其の内層 より細尿管原基が發生 して巣 合管の先

端 と結合す るものなることを略述 した り.

76. 兩 棲 類 のHyobranchialskelettの 發 生 に就 て(第2報)

下 山 丈 夫 君

著 者は3年 來 有 無尾 兩棲 類の 數種 に亙 りて其 の

Hyobranchialskelettの 發 生につ きて 研究 中 な るが

今 囘Rhacophorus schlegeliiに 關 し精 査せ る結 果

次 の如 く從 來 の報 告に 對 比 し甚だ 異 れ る結 果に 到

達 した り.

1) 兩 側 のHyaleは 早 期 には 同質 の 結合 をな す

成 長蝌蚪 のPars reunieresは 膠 樣物 質 に富 め る特

種 の軟骨 組 織 を形 成す.

2) Branchialsystemに 於け る 發生状 態 は次 の

如 き特異性 を示 す.

a) 全4 Keratobranchialiaは 其 の 最初 像は 兩

側 性に 出 現す.

b) I Branchiale近 心 部は 甚 だ早 期(8.0mm)

に 於て 既 に 完 全 な る形状 を具 ふ るHypobranchi-

alplatteを 形 成す.

c) I KeratobranchialeはHypobranohitalplatte

に 對 し自己 の生 涯 を通 して 同質 結 合を 持續 す.

d) II及 びIII Keratobranchialeは 自 己の 全生

涯 を 通 してHypobranehialeに 到 着 する こ と無 く,

常 に 後者 と遠 離 して 側 方に あ り兩 者の 間に 著 明な

る間 隙 を有す.

e) IV KeratobranchialeはHypobranchialplatte

の完 成 期 に初め て 該Platteに 暗 調 なる軟 骨組 織 を

介 して 結合 す.

f) 全4 Kerutobranchialiaの 各の近 心 端は 早 期

よ り(13.0mm)特 異 の軟 骨性 橋 梁 を以 て相 互に連

結 し,よ りて 各 自の位 置を確 保 す.

g) 兩 側のHypobranchialplatte相 互は 早期 に

は 同 質,軟 骨 化す るに及 び て結 締 織を 以て 相結 合

し,變 態終 期 に 於てSynchondroseを 形成 す.

h) 變 態 中に 全4 Keratobranchialiaは 痕 跡 を

留 めず して 消 失す.

以 上の 所 見に 徴す るにHypobranchialplatteは

II, III及 びIV Branchialeの 要素 には 何 等關 係 無

く形 成 せ ら るる を知 る.

3) 兩 側 のHyaleのProcessus anteliorを連 結

す るBand中 に は遂 に 軟骨 組 織 を發生 せ ず.

4) 成 長 蝌蚪 のHyobranchialskelettに はKo-

pulastielを 證 明す.

5) Manubriumの 頭 部はHyaleの 内 縁,尾 部は

Kopula側 部 の新 生 帶 に よ りて形 成 せ らる.

6) 舌 骨のProcessus antero-lateralis及 びPro-

cessus postero-lateralisは 勿論 新 生 な り.

7) 兩側HyaleのProcessus anteriorを 結 ぶ

Bumd (I Kopula)は 質 量 大な るHyaleを 無尾 類固

有 の體 軸 に垂 直 な る位置 に 保持 せ んが 爲 めに 一 時

的 に 出現 せ る純機 能 的機 構 な りと信ず.

8) Pars reuniensは 形 態 的 よ り も寧 ろ機 能 的

機 構 に してHyaleに 所屬 すべ き な り.

9) 成 熟 舌 骨に てはII Kopulaは 殆 ど大 部 分 消

失 す,故 に 舌骨 は 幼生 時のHyale, I Branchiale

の要 素 及びII Kopulaの 後裔 た るparakopula

Leisteに よ りて 形 成せ らる.

10) 勿論Proc. thyreoideusはHypobranchi-

alplatteのRestな り.

11) 以上 の 所 見に 徴す れ ば,眞 に 深 き意 義に於

け るProcessus thyreoidensはI Branchialeの

Hypobranchialteilの 一 部 な り と稱 し得.
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77. 蝮蛇腦の形態學的發生に就 て 三 木 成 章 君

 爬 蟲 類 の發 生學 的 研究 は 他の 脊 椎 動物 に比 し極

め て少 な し,從 つ て尚 ほ 發生 學上 不明 の點 少 な か

らず.吾 人は1932年 及 び1933年 に亙 りて多 數 の

日本産蝮Agkistrodon blomhoffiiを 集 め 得た るを

以 て之 が胎 兒 に 就 きて 其の 腦 の發 生に 就 きて 研究

せ り.

Stadium Iに 於て は神 經 管 は 既に菱 腦 中腦前 腦

と分 れNeuroporus Auteriorは 閉鎖 せ り.之 よ り

各胞部分の發育の模樣を顯微鏡所見及び複製模型

に就きて研究せ り,即 ち

菱腦 に於ては後腦 及び末腦に分 るる迄の模樣,

中腦に於て前後の四疊體を發生す る迄,前 腦に於

ては間腦 及び終腦に別れ更にEpiphyse及 びPara-

pyse發 生竝にHaemisphale發 生の状況に就きて

其の大要を述べ,而 して各腦胞の境界に就ても説

明せり.

78. 甲状腺の發生學的研究

(有 尾 兩 棲 類 特にLiemyctylus Pyrrhogasterに 就 て)

清 谷 壽 君

昨年1月 よ り研究に從事 し次の結果を得たり.

甲状腺原基は無對に して發生時期は體長4mm

前後 の胎仔に して常に第1腮 嚢の腹 正中部に嘴状

に突出 して發生 し腮嚢 上皮の實質性増殖 として發

現す.全 長8.5mm以 後 の胎仔に於て甲状 腺と腮

嚢壁の連絡は狹少とな り所謂莖部を形成 し後莖 部

の細胞は萎縮退化 して全長9.5mmの 胎仔に於て

完全に腮嚢 と分離す.

以後甲状腺の頭方に位置す る部分は漸次退化 し

尾部に位す る細胞は發育旺盛とな り全長13.5mm

前後の胎仔に於て完全に左右兩葉に分離す.

臚胞形成機轉は全長16mm以 後 の胎仔に始ま

り,體 長26.5mm前 後の胎仔に於て完成す.

79. 鳥類肺臓原基の發生に就て 金 岡 英 雄 君

演者は鳥類特に十姉妹胎兒を用ひて肺臓 原基の

發生に就て研究せ り.而 して其 の早期發生状態は

Rosler氏,敷 波教授,村 山,藥 師寺兩氏等により

て研究 された る諸鳥の諸原基 と比較 考祭すると共

に 更 に 發 育 の 進 め る 胎 兒 に 於 け るAir-sacs, Para-

bronchi, recurreut-bronchi及 びBronchial circuits

等 の 形 成 に 資 す る状 況 に 就 て 詳 述 せ り.

80. 鳥類前腎管發生に關する觀察 壇 上 順 三 君

鳥類の前腎管發生に就ては種 々の假説,主 張あ

り且空論的の講論が多數 あ り.又 我が邦に於て も

此方面の研究は極めて少數である故に十姉妹及び

家鴨胎兒に就き實地観察 した結果を報告せ り.即

ち 前腎及び前賢管は中胚葉より發生 し全 く廃殘器

官に して既に7乃 至8原 節數胎兒に於て最 も頭 方

第1乃 至第2原節 より前腎の痕跡をなせる特殊細

胞塊は 退化消失 し始め14原 節數胎 兒に於ては 退

化は著明に行はれつつあるを認む.

前腎管は 第8原 節より尾 方の著 明なる定 型 的

Somatopleuraの 連續肥厚に依る褶壁の側方部に相

當 して居る.

内外胚葉は發生には全 く無關係であ り前腎管も

所々Ursegmentstielか ら離 れて 管 状 を なす も

Lumenは 出現せず して消失するものの如 し.
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81. 鳥類胎兒腦の發生に就て 河 内 武 君

鳥類 胎兒 腦 の發 生 に關 しては 先 人の 記載 ある も

次 の點 に於 て 未だ 一致 せ る處 な し即ち(1)頭 方の

Neuroporus anteriorと 尾 方 の固 有神經 溝 とは 何

れ が先 に 閉鎖 し,何 れが 後 に閉鎖 す るもの な るか

(2)原 始腦 胞 及び續發 性 腦胞 の 各腦 胞 の境 界(3)

菱 腦に於 け るNeuromerieの 數に して,之 等 に關 し

て は 未 だ一 致せ る記載 な く,尚 ほ又 其の 研 究材 料

は 殆 ど鷄 胎 に限 られた る觀 あ り.此 處で 余は 一 方

に 於ては 從 來 の研 究 と比 較 し他方 に 於て は 新 しき

觀 察點 を得 ん と して多 數 の十姉 妹Uroloncha do-

mestica Flowerの 胎 兒 に 就 き本問 題 を研究 せ り.

斯 く して 次 の緒 論 を得 た り.即 ち(1)尾 方神 經溝

は 頭 方 の前神 經 孔 よ り も早 く閉鎖 す(2)前 腦 胞は

最 も早 く發 生し 中腦 胞 は 之に次 ぎ菱 腦は 最後 に發

生 す(3)終 腦 と間腦 との境 界 た るEminentia telo-

diencephalicaはRecessus opticusとVelum trans-

versumと を結 合せ る線 に 一致 す.間 腦 と中腦 との

境 界 た るEminentia Meso-diencephalicaはtuber-

culum Posteriusよ り腦 縦 軸 に横徑 に 背壁 に 至 る

線 に一 致 し,中 腦 と菱 腦 との境 界 をな す と ころ の

Eminentia Rhombo-mesencepbalicaは 後に 形 成す

るIsthmusに 相 當 す.(4)菱 腦は顱臀徑5.0mの

胎 兒 に 於て 前 方の 後腦 と,後 方 の末 腦 とに 分離 し,

次 で顱臀徑6.0mの 胎 兒 に於 ては 後腦 よ り小 腦 の

原基 を發 生す.(5)Kopfbeugeは 最 も早 く形 成 さ

れ,Nackenbeugeは 之に 次 ぎbruckenbeugeは 最

も後 期 に形成 さる.(6)菱 腦 のNeuromerieは 菱 腦

の側 腹壁 に 發 生 し,原 節(19―20)の 胎 兒に 於て4

對 を 見,原 節(22―23)の 胎兒 に5對 を,原 節(30)

及 び 原 節(34―35)の 胎 兒に 於 ては 何 れ も6對 發

生せ る事 を認 めた り.

82. 兩棲類腦下垂體原基の形態學的發生に關する研究 佐 藤 幹 君

演者は兩棲類無尾 目中の蟾蜍及 び有尾目中の岡

山縣産「ヒノビウス」の多數の幼生竝に成生の連續

切片を鏡檢 し更に複成蝋模型を製作 して次の主要

なる結論に到達 した り.

腦下垂體の發生母地に關 しては従來數説 ありた

るも檢索の結果は表皮性腦下垂體は表皮内層 の尾

方へ向へ る突起 より生 じ之に漏斗部の變形 せる腦

葉 が加は りて完成せられた る腦下垂體を造ると云

ふAtwellの説 に一致せ り.尚ほ内胚葉性細胞が之

に加はるや否やは蟾蜍の 切片に於ては明確には斷

定 し得ざ りしも「ヒノビウス」縦斷切片に於て純粹

に外胚葉のみより成立せ る所の明かなる組織標本

を得たり.

主葉は腦 下垂體の腹尾方に存在 して橢圓形,腦

下垂體の主大部を形成 し間葉とは結締織を以て輕

く連結せるに過 ぎず.

間葉は主葉の背 方に在 りて腦葉 と固 く結合 した

り.胎 仔期に於ては主葉の尾背方に位置せるも成

熟せ るものに於ては 前背方に轉位するに至 る.是

れ主葉が發育と共に著 しく尾方に延長するに拘ら

ず間葉の尾方延長之に伴は ざる爲めに依るなるべ

し.

腦葉は間葉の背方に之と固 く結合 して位置 し,

胎仔期に於ては漏斗壁と同樣の厚 さに して固有組

織を示 さざれ ども變態期 より漸次肥厚 して腦葉を

形成す.

結節 部は主葉 の前兩側より前方へ延長 して個體

の成熟 に伴 ひて成熟蟾蜍に 於ては主葉との連絡を

失ひて,漏 斗腹側に1對 の孤立せる組織とな り存

在す るに至る.而 して蟾蜍 に於ては成 熟するも之

を缺 損することな し.「ヒノビウス」に於ては變態

期直後に至るものまでの檢索に於ては主葉との連

絡を常に失はず主葉前端へ2つ の角状に突出せる

組織として存在す.
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83. 一新 「昇汞親和性物質」の研究,特 に尿中排泄に就て(續 報)

濱 崎 幸 雄 君

第1囘 報告は 昨年11月 の通常學會に於て行へ

り.其 の後 の研究に於ける最大の收穫は本物質が

類脂肪體を稍 々多量に含有せるを發見せ し事な り

殊に肝,卵 巣,副 腎,上 皮小體,筋 組織等には屡々

多量に含有 され其の他の組織中の昇汞親和性物質

中に も種々な る含量 に於て類脂肪體を證明し得.

脂 肪染 色 法中Ciuccio氏 法 最も本研究に適 し,

Smith氏法 は細胞核 と本物質の關 係を見るに好 く,

Fischler氏 方法は本物質に對する染色範圍 最も廣

し.尚 ほLudan III, Scharlachrot, Neutralrotに

は一般 に着染性弱 くNilblausulfatには青 緑色に染

り紫色を帶ぶ る事な し.本物 質に含有 さるる類脂

肪體 と從來知 られたる類脂肪體 との鑑別は昇汞 を

除去せざる材料に就てCiaccio氏 染色法を行ふ時

は甚だ容易に して,前 者は昇汞に よりて密に隠蔽

さるるに反 し,後 者は昇汞 の沈着を受けず明かに

Ludanに よりて染出 さるを見 る.

昇汞 親和 性物質の本態を究めんが爲には化學的

竝に理學的研究を行ふを要す.乍 併,組 織中に含

まるる本物質に就て之を行ふには種々の困難を伴

ふが故に,正 常尿 より比較純粹 に取 り出せる昇汞

親和性物質に就て實驗を行ふに如かず.即 ち未だ

冷却せざる無蛋白,弱 酸性透明の正常尿に其の2/3

容量のZenker氏 液を加え暫時放置する時は昇汞

沈澱物 と共に本物質を析出せ しむ る事を得.此 昇

汞沈澱物は1日 尿量より約8ccを 得べ く,其 の昇

汞を除去す る時は約1/4容 量に減 じ,乾燥せ しめて

之を秤量するに約0.26gの 重量あり.斯 くして得

た る昇汞 親和性物質に就きAutenriethの 方法に

従 ひCholesterin定量 を行ふに1日 量中約0.22mg

を含有せ り.

尿 より得た る昇汞親和性物質は形態學的に組織

中に存す る昇汞親和性小體 と大同小異なるも,之

を共の染色性竝に理學的性質により3種 に區別す

るを得.1) 直径數「ミクロン」の小體に して諸種

の染色反應甚だ微弱なり.2) 20―40「ミクロン」

稀に更に大なる直径を有する小體に して,内 に束

状の緒晶物を含む事あ り.Ciaccio氏 染色により濃

染 され重複屈折甚だ著明な り.3). 大 さ前者に比

して稍 々小 さく黄 金色に輝き屡々雙聯形をなす.

Fischler氏 染色に より濃染 され微に量複屈折をな

す ものあ り.

要之,昇汞 親和性物質中には稍々多量の類脂肪

體含有 さる.此 脂肪は昇汞親和性物質の固定 さる

るに非ざれば固定 さるる事な し,從 つて水溶性脂

肪に屬 し,脂 肪新陳代謝に際 して屡々問題とさる

る水溶性脂肪竝に所謂maskiertes Fettの 疑問に

對 し一定度の解決を齎 し得べきものと信ず.又 正

常尿より重複屈折性類脂肪體を證明 し得たるは本

研究 を以て嚆 矢となすものに して之が臨牀 的價値

に就ては 目下研究中に屬す.

84. 病理解剖材料による「昇汞親和性物質」の研究 (第1報)
濱 崎 幸 雄 君
小 西 信 雄 君
中 村 俊 雄 君

最近當病理學教室に 於 て 剖見 されたる10例 の

屍體(神 經性筋萎縮3例,尿 酸梗塞を伴ひ し初生

兒3例,徴毒性 大動脉 中膜炎2例,肉腫2例)の

各主要 臓器に於 ける昇汞親和性物質に就て病理組

織 學的研究を行へ り(研究方法は既に昨年11月 の

通常學會に於て發 表せ り).

筋萎縮症中筋の變性を伴はざりし筋萎縮性側索

硬化及び球麻痺の各1例 の筋組織に在 りては本物

質は一般に著明なる減少を來 し,殊 に萎縮著明な

る筋繊維には全 く之を認めざりき.反 之,代償 性
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肥厚を來せる筋繊維に於ては多量に存 し多 くは筋

繊維中に大なる小體と して見 られ,一 部筋繊維の

間に滲出せ り.然 るに筋の著明なる變性を伴 ひ し

脊 髄性進行性筋萎縮の例に於ては本物質は一般に

著 明なる増量を來せ り.勿 論筋繊維の變性進み組

織 の大部 分が脂肪組織によつて置換せられたる部

に在りては本物質は極度に減少を來せ り.Ciaccio

氏染色 を施すに顆 粒性崩壞に陷れ る筋繊維の主と

して筋鞘下にLipoidの 小滴を多數に見る.本 小

滴 の一部の ものは屡々青褐色を呈 し漸次顆粒は融

解 して無構造不規則の塊團と化 し暗青色 となり褐

色調 不明瞭 となる.か かる物質は昇汞親和性著明

に して又Best氏 染色法によ り濃染 され定型的昇

汞親和性質なるを知る.又 上記の青色調を帶べる

Lipoid小 滴 も昇汞親和性を示 し一部のものはBest

氏液にて染出 さる.即 ち本Lipoid小 滴は在來の

Lipoidと 昇汞親和性物質との移行形をなす ものな

り.

以上の所見に より筋繊維に於ては進行性變化に

於て も,又 退行性變化に於ても,本 物質の増量を

來す も兩者の間に形態學的に大なる相違 あ り.即

ち前者は正常筋組織に於て見らるるが如 き小體の

増 加増大を來すものなれども,後 者に在つては無

構造 不規則なる塊状物と して現れ脂肪變性 と密接

な る關 係にあ り.

次に興味ありし所見は尿酸梗塞 を有する腎の所

見な り.斯 の如 き腎に於ては甚だ多量の昇汞親和

性物質が大小の小體又は塊團をな して腎實質竝に

間質に存在するを見る.本 物質は皮質 よりは髓質

に多 く存 し,集 合管の上皮竝に管腔 中に屡 々多量

に存す.管 腔中に存するものは多 く小體と して見

られ,注 目すべ きは尿酸小體 との間に中間形を認

め得る事な り.即 ち昇汞を除去せざる標本を檢す

るに尿酸小體 も昇汞親和性を有 し,Hamuatoxylin

によつて淡青 色,Best氏 液にて淡紅色を呈するを

見 る.Ciaccio染 色を施 して檢するに腎上皮細胞

が屡 々腫大 し青褐色に染 り,Lipoidを 含有する本

物質に特有なる色調を呈 し,本 物質の増量を來す

時は管腔 内に脱落す るを認む.

尚ほ尿酸梗塞を有す る初生兒屍體に於ては孰 れ

も他の臓器竝に組織に於て一般に本物質の著 明な

る増加を認めたり.

次に健康なる大動脉に在 りては外膜に少數の,

又内膜 に於て甚だ少數 の小體を認むるに過ぎざる

も,黴 毒性大動脉中膜炎に於ては多數の中等大の

小體を中膜 竝に内膜に於て認 めた り.但 し黴毒性

浸潤竈に於ては小體を認め し事な し.

動動の肺實質に於ては殆 ど常に本物質の檢出陰

性に終りた りしが,解 剖材料に於ては常に多少に

拘 らず肺胞 内に小體を認め,一 部は肺胞壁に存 し

漸次増大 し肺胞腔内に脱落す.然 れ どもかかる小

體が全 く健康状態にて肺胞内に存 し得 るものなる

や疑ひなきを得ず.恐 らく輕 き炎症の際,又 は炎

症後 に現るものなるべ し.但 し急性肺炎に際 して

は本小體は消失するを常とす.

尚ほLymphadenoides Gewebeは 人體に在 りて

も健康状態に於ては甚だ微量の昇汞親和性物質を

含有するに過 ぎざるも,鬱 血脾にあ りては殆 ど常

に脾赤髓に於て本物質の著明なる増量を見る.殊

に脾靜脉竇 内に於て稍 々輪廓不明瞭な る大な る小

體現れ,内 に赤血球を包含せるを見る.乍 併斯の

如 く靜脉竇 内に認 めらるる昇汞親和性物質が脾實

質 より産出せ られ しものなるや,甚 だ疑問に して

恐 らく血液中に含有 され し昇汞親和性質物に由來

する ものなるべ し.

 尚ほ2例 の肉腫例中,腎 に發生せ しものは壞死

竝に融解甚だ強 く本物質の檢出困難な りしが,子

宮の肉腫に於ては甚だ多量に本物質を檢出 し得た

り.
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追 加 濱 崎 幸 雄 君

脊髄性進行性筋萎縮の材料を1つ は 「フオルマ

リン」で 固定 し,1つ は私の固定法を行ふて染色

して 見ますと,昇 汞親和性物質が固定 さるると否

とに依 り全 く別箇の材料であるかの如 き觀を得ま

す.此 例に於けるが如 く變性的に著明に本物質を

認む る際には之を1つの新 しいDegenerationsform

として差支なかるべ し,即 ち 「汞親性變性」 とも

稱すべきか.か かる變性は他の諸臓器に於て も起

り得べ き事は想像に難からず,殊 に腎に於ては此

可能性著明に して,從 來興味を持た るる 「リポイ

ードネフ ローゼ」 と密接なる關係を有すべ し.又

尿酸小體 と昇汞親和性物質と關係あることは甚だ

興味あることに して,核 物質と本物質が密接なる

關係を有 し,尿 酸が「ヌクレイン」酸の終末産物で

ある事に思 ひ至 らば本物質の研究に對 して1つ の

光明を齎す ものであ ります.

85. 聽 器組識 に於 け る脂肪 に就 て 中 村 博 郷 君

演者 は渡邊,中 道 兩氏の聽器凍結切片作成法に

よるの他,田中 教授の方法によ りて剔出せる蝸牛

殼骨軸 のみの凍結切片をも作 り,「アトキシール」

中毒及び炎症性變 化を呈せる,海〓聽 器の脂肪を

研究 し其の成績 中左記事項を報告 し,其 の標本を

供覧せ り.即 ち海〓に於ては

1. 「アトキシール」中毒によるコルチ器の變性

に當 り特に脂肪の沈着を來 さず.

2. ヘンゼ ン氏細胞 の脂肪球は「アトキ シール」

中毒に於て も炎症性破壞に於て も最後迄保有せら

る.

3. 「ア トキシール」中毒及び炎症性變化 を呈せ

る聽器に於て其の聽神經節細胞中に脂肪顆粒出現

す る外同樣なる顆粒は老齢海〓に於て も之を認め

殊に前庭神經節細胞にては特異の配列をな し,其

の状況は人類解剖體に證明せられた る前庭神 經節

細胞色素顆粒 と全 く同一な り.

追 加(討 論) 濱 崎 幸 雄 君

私は聽神 經節に就ては檢査 した事はありません

が,腦 脊髓のGanglienzellenで は其の核の周圍 に

帽子状又は輪状 の昇汞親和性物質が見 られ,微 量

ながら類脂肪體を含 んで居 ります.恐 らく末梢 神

經節の神經節細胞で も同樣の所見が得 られるであ

らう と想像 します.

86. 「マ ウス」生殖 器 の産褥 復故 現象 に就 て 國 富 基衞 君

分娩 終了時間を嚴密に觀察 し得たるものに して

胎兒數の少なき 「マウス」のみを選び て,分 娩後

1-2時 間毎に剖檢 し,各 種脂肪染色法,ベ ス ト氏

法.ハ ル ト氏變法,マ ロリー氏法,ヴン ・ギーソン

氏法 等の種諸染色方法を施せ り.

I. 卵巣

1. 妊娠性黄體 主 として脂肪變性に よりて

退化す.新 生血管には妊娠性硬變症を認め得.

2. 臚 胞 中 等大の臚胞は多く閉鎖性臚胞 と

な り,其 の大多數は第3期 なり.分 娩直後に於

て既に成 熟に近かき臚胞 を認め得.

II. 輸卵管 妊娠 中は寧ろ萎縮せるの感あり.

分娩後臚胞の發育に伴 ひて週期的變化をなす.

III. 子宮

1. 筋肉層 主 として脂肪及び「グ リコゲン」

の析出に よりて整縮す.

2. 結締織 水腫液の吸收によ りて整縮 し,

特に著 しき變化を來 さず.
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3. 彈 力繊維 妊娠によりて著 しく増殖す.

4. 粘膜 皺襞 頂部に於ける者は多 く脱落 し

上皮細胞は残存上皮より増殖す.

 5. 血管 胎盤附着部に於ては著 しき血栓化

を示す.其 の他の部に於て も亦同樣なる變化を

來せる者あ り.妊 娠性硬變症 も亦認め得.

6. 腺管 妊娠末期に残存せ しものより再生

す.

 7. 胎盤附着部 此部の上皮細胞は隣接上皮

 より再生す.脱 落膜細胞 化せ し細胞の大部分は

 死滅消失す.

 IV. 兩卵室間部 卵室部に於けると大差な し.

V. 子宮腔部 主 として水腫液の吸收によりて

整復す.

 VI. 腟 粘膜上皮の一部は脱落 し,一 部分は

残存 して次 ぎに來たる性週期に反應す.腟 壁は主

と して水腫液の吸收によ りて整復す.

87. 卵膜組織學的構造の破水時期に及ぼす影響 橋 本 清 君

我教室附屬 産院に於 ける分娩例中130例 を選び

之を4群 に分ちて組織學的檢索を行 ひ,破 水時期

を異にせ る卵膜に就て果 して如 何なる組織學的構

造の差異の存す るやを極めんと試みた り.

 卵膜破裂縁,胎 盤縁及び其の中間部に於て小片

をとりて檢査に供 し,正 常構造の他に卵膜 各層の

發育異常に良好なるもの,不 良なるもの,炎 症,

變性或は壊死を呈するものを認めたり.

而 して本實驗 の結果次の如き結論を得た り.

1) 正規 破水例に於ては共の大部分は正常構造

を呈す.

2) 晩期破水例に於ては卵膜各層 の發育異常に

良好なるものは全 數の略ば1/3に過ず して過半數は

正常構造を呈 し,正 規破水例の夫れ との間に組織

學的に何等の差異をも認め得 ざりき.

3) 前期又は早期破水を來 して而 も狹窄骨盤,

骨盤位,羊 水過多,其 の他の機械的原因を認め難

き場合には卵膜各層の發育不良,炎 症變性或は壞

死の如き病的變化を認め得るもの其の大部分を占

む.

4) 機械的原因ありて前期又は早期破水を呈せ

る場合に於け る所見は正規破水例と機械的原因を

認め得難き場合との略ぼ中間に在 り.

5) 一般に卵膜 自己の組織學的構造 は破水時期

に對 して重大なる影響 を及ぼす ものな り.

右にて晝食の爲め休憩し,午 後1時 より再び講演 を開始す.

88. 「サル ワル サ ン」過敏 症 に就 て 山 本 春 海 君

「サル ワルサ ン」に よる驅黴 療法 を行 ふ に先 だち

て,1.0%「 サ ル ワル サ ン」液0.1ccの 皮 内反 應 を

行 ひ,陽 性 な るか,陰 性 な るかに よ りて,「 サ ル ワ

ルサ ン」 過 敏 症を豫 知 し,之 に 對 して 適當 な る方

法に よ りて 「サ ル ワルサ ン」 皮膚 炎 を豫 防 し得 べ

し.

89. 先天性腎盂輸尿管畸型 に就て 中 西 正 男 君

偏側の重複腎盂を有 し不完全重複輸 尿管の1例 及び1側 の重複腎盂の1例 を報告せ り.

90. 尿道X線 撮影術に就て 後 藤 脩 吉 君

近年「レントゲン」學の發達と共に男子尿道のX

線撮影法は遂に實用的地 位に進出 し,數 々の報告

あり.併 し何れ も不完全に して満足なる結果を得

るに至 らず.依 て岡山醫科大學皮膚科泌尿器科教
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室に於 て最近行 ひし數十例のX線 像につき,其 の

最善 と思惟す る法を稍 々詳細に亙 り述ぶべ し,而

して本法は尿道並に其の周圍 に於ける病的變化の

診斷上,極 めて重大の役を演ずるものに して更に

進んで淋疾の既に誘發法實施期にあるものに於て

之を行へば單 に診斷 のみに止らす,そ れ自身誘發

法となり,正 に其の新生面を開拓す るものと信 ず.

91. 電 流 の 生物 に對 す る作用 森 信 胤 君

電流に よる生物の興奮 は之を電流による分極作

用に歸す る事を得.同樣 に電撃死又は 「エレ クト

ロトーヌス」 の如き現象 も亦電流の分極作用に歸

すべ きものな りとの考 より,先 づ電撃死に就きて

研究せ り.曇 に我教室 の先輩村上は電流に よる溶

血現象は電解 によりて生ずる「アルカ リ」の作用な

る事を明かにせ しが,余 は主と してParamaecium

に就きて其の電撃死の本態を研究 し,實驗 成績 及

び電氣分解に關するFaradayの 法則の適用により

て,其 の 源は 電解 に よ りて 生 じた る「アル カ リ」な

る事 を知 り得 た り.

又更 に進 み てTeslu電 流 の如 き高 周 波 の交 番 電

流 を もParamaeciumに 作 用せ しめた る に,該 生

態 に對 して 僅 に感 ぜ ら る も,害 す 事な き樣 な る電

流 に て も,之 を 整流 して 一 方に の み通 せ ばPara-

maeciamは 瞬時 に して 崩壞 死 滅す る事 等 の實驗 證

明 して,電 撃 作 用は 全 く分 極 作用 に他 な らず との

念 を 確にせ りと報 告 す.

92. 哺乳兒の呼吸困難と扁桃腺 岡 貞 邦 君

演者は先づ哺乳兒 に於て後年よりも屡 々呼吸困

難の現 るる所以を説き,殊 に哺乳兒の特性として,

若 し鼻呼吸が妨げらるる場合には之が口呼吸を以

て代 償さるる事は困難に して,特 に哺乳時には 口

呼吸全 く不可能なる故自然哺乳不充分 となり,遂

には重篤なる營養障碍を惹起 し得るを注意せ り.

此鼻閉塞の原因を爲す疾患中從來餘 り注意せられ

ざりしものに腺樣増殖症,即 ち咽頭扁桃腺肥大あ

り.演 者が昨年中に經驗 せる本症は2例 に して,

1人 は生後8箇 月の男兒,他 は4箇 月の男兒なり.

共に鼻閉塞甚だ しき爲に哺乳 不充分に して營養状

態 不良な りしが咽頭扁桃腺の手術的除去に依 りて

諸症状消退せ り.

尚ほ哺乳兒 に咽頭性呼吸困難を惹起せ しむ る一

原因として口 蓋扁桃腺肥大が稀に見らるる も.口

蓋扁桃腺周圍 膿瘍は之を文獸 に徴するに甚だ稀 な

り.演 者は昨年中に哺乳兒の扁桃腺周圍膿瘍2例

(1例 は8箇 月の男兒,他 は4箇 月の女兒)を經 驗

せ り.共 に輕度の呼吸困難を伴へ るが,膿 瘍の切

開排膿に依 りて急速に治癒せ り.斯 か る症例も注

意すれば左程稀なる ものには非ざるべ し.

93. 急性腹膜炎の心臓に及ぼす影響(心 臓働作電流計による攣化)

平 井 出 正 三 君

余は急性腹膜炎に於て心臓の蒙むる影響に付報

告せん とす.

先づ犬に實驗 的に4種 類の腹膜炎を誘起せ しむ

即ち大腸菌,フ レンケル氏菌,連鎖 状球菌及び之

等の混合菌を用ひた り.而 して昨年我國に於て製

造せられた る「イ ンク」式心臓働作電流計を用ひ,

健康時及び腹膜炎發生後の經過を記録 した り.

腹膜 炎發病後刺戟傳導時間は昂進 し脉摶は多 く

頻數 となる,T波 は明かに増 大するを認む.然 る

に死期の近づ くにつれてT波 は其の高 さを次第に

減じ負形に移行し又は變形を呈 し,房 室傳導時間

殊にQ-T間 の間隔即ち心室運動時間は脉摶 に無關
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係に延長 し來 りた り.

余は之等心臓 働作電流計圖の變化を觀察 し尚ほ

余の他の2, 3動 物實驗に徴 して心臓刺戟傳導時間

及びT波 の變化は腹膜初 期に於ては限局性の内臓

血管充血に依 る心臓の血壓下降に因する ものに し

て腹膜 炎後期に於ては直接心臓 自身に影響せ らる

ためなりと考ふ.例 へば可溶性毒素の心筋に對 し

中毒作用を呈せるが如 し.

94. 興 味 あ る氣管 及 び食 道 異物 の2, 3に 就 て 藏 本 養 三 君

最近演 者の遭遇せ し食道及び氣管枝異物の2症

例に就て述ぶ.前 者は5歳 の女兒で13箇 月前に

一錢銅貨を嚥下 し其の後殆 ど何等の症状なか りし

も最近に至 り前頸部腫脹,嚥 下困難,呼 吸困難等

を來せ るもので之に食道外 切開を施 し既に食道周

圍組織中 に迷 入せ し2枚 の銅貨を摘出せ り.後 者

は10歳 の男兒にて1箇 年半前鉛筆の 「キヤツプ」

を吸引し,其 の後度々高熱,咳 漱發作あ りて醫 師

より肺炎と して治療 され しも一時輕快するのみに

て全治するに至らず,遂 に最近に至 り肺結核 の疑

にてX線檢 査を施 され異物を發見され しもので,

之を氣管枝鏡檢 査應用の下に摘出せ り.

95. 新 生兒佝僂 病 に就 て 伊 丹 訓 吾 君

新生兒57例 に就き尺骨骨幹遠端縁の「レ」線的

變 化所 見を根據 とし佝僂 存否を檢 査せ るに15例

に於て稍 々著 しき佝僂病變 化を認め,尚 ほ此變化

程度 よりも僅 微なる變 化を認め しもの31例 あ り

き.此 成績よ り考察するに新生見佝僂 病は從來考

へ られ しよりも遙に多 く,又 之が豫防法としては

母體の健康増進,抗佝僂 病的處置を講ずるの要あ

る可 し.

96. 小兒臨牀用の自家考案平流電氣刺戟導子の供覧 栗 林 太 郎 君

現今電氣診斷の刺戟導子と して使用 されつつあ

るマイエル氏斷續 導子は臨牀 目的に向つて完全な

るものにあらず殊に安靜 を保つことの元來困難な

る小兒臨牀に於て不利 不便多きを以て特殊の小兒

用刺戟導子を考案せ り.

考案せる裝置は直径3cm厚 さ4mmの 「エボナ

イ ト」製小圓盤の一面の中央に約7mmの 長さの

金屬製導子を取 り付け,導 線は「エボナイト」小圓

盤の中を通 じ此金屬導子に連絡 し他方電氣斷續 器

に連なり,又 圓盤の他の一面には 「アル ミニユー

ム」製の指環取 付けられあ り.

本器の使用法 としては左の拇指を指環に嵌め込

み之により装置を保持 し刺戟點に導子を當て殘 り

の左手指及び手掌を以て刺戟點 附近を把持固定 し

右示指を以て電氣斷續 器の釦を動か し電流を開閉

す るな り.

本器は形小に して小兒 に適合 し,又 之を刺戟部

位に非常に近接 して支持 し得 るを以て導子の安定

竝に壓定を維持 し易 く,加 ふるに導子を保持す る

と共に併せて被刺戟身體部位 を把持固定 し得る利

點あ り使用上便宜多 く余等の經驗は其の然 るを證

せ り.

97. 再び乳兒の管状骨に於け る線状横陰影に就て 奥 村 雅 延 君

發育期個體の管状骨「レ」線像に於て往々認め ら

る線状 横陰影に就て,乳兒 を材料として檢 索を行

ひた り.其 の成績よりせば該陰影は個體 に何等か

の病的作用加は り體重増加の減少又は停止が若干.

時 日以上持續する場合に發現す るを證 し,之 より

せば 既往若干研究者が骨の長径發育停止に由來す

るとせるは妥當な りと信ずべ く,又 該陰影の骨幹

端縁に對する比較的位置は陰影發現後の骨端部骨
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新生に從ひ骨幹中央部に向ひ移動 し,尚 ほ時期な

經 るに從ひ其の陰影濃度徐々に漸次稀薄 とな り遂

に消失するを觀察 し得た り.

98. 最 近 に於 け る「レ ン トグ ン」裝置及 び管 球 の改 良 安 藤 書 一 君

診療に使用せらるる諸種器械の中「レントゲン」

高壓發生裝置及び管球 の改良は誠に驚嘆に位す る

もので全く應接に遑 もない程であつたが,最 近に

至 り落ちつ きを見せ,大體 吾人の要求する理想に

近い型に達 した樣な感がある.茲 には最新式の裝

置及び管球が如何な るものであるかを紹介 しや う

と思ふ.

先づ今 日までの改良沿革の大體を述べ,最 後に

最 新 式 の裝 置 及 び 管球 は 放 射 線 保 護(Strahlen-

geschutzt)で 而 も無 電撃(Shockproof, bochspan-

nunggeschutzt)の 物で あ るこ とを説 明す.

要 す るに 最新式 の 物を 使用 す れば 有效 放 射 以外

の無 用 有害 の放 射線 は 管球 外 に放 射せ られず 且高

壓裝 置 及び 管球 に 身體 を觸 るる も電 撃の 危險 は な

い ので あ る.

99. 「レ」線配量ノ家兎精巣變化に及ぼす影響 岡 田 一 君

「レ」線配量問題に關 し,實驗 材料 として成熟家

兎睾丸を選び,照 射總量50%H.E.D.を 全量一

時照射,軍 純分割照射,斷續 分割照射及び遷延 分

割照射の4方 法に依 り照射 し,第2週 日より第9

週 目迄各1週 間の間隔 を置て其の萎縮及び囘 復状

態を觀 察 し次の如 き成績を得た り.

1) 全量 一時照射に於けるより單純分割照射に

依るもの障碍度強 く,斷續 分割照射之に次 ぎ遷延

分割 照射によるもの最 も障碍度強 し.

2) 囘 復に當つ ては逆に障碍度の弱きものより

囘復を始む.第9週 目迄の觀察に於ては何れも正

常睾丸に近き状態に復するも其の囘復の程度は全

量一時照射 に依るもの最 も正常睾丸に近 く,單 純

分割照射,斷續 分割照射に依 るもの之に次 ぎ遷延

分割照射に依るもの最も遲る.此 事實より「レ」線

の家兎精巣に及ぼす影響は遷延分割照射に依るも

の最も大に して,斷續 分割照射,單 純分割照射之

に次ぎ全量一時照射に依るもの最も少 し.

100. 氣管 枝 喘息 に對 す る「ア レル ゲ ンフラ イエカ ム メル」の治效 に就 て

高 谷 雄 次 郎 君

氣管枝端息の發生 原因に關 しては諸家各觀 る所

を異に し,未 だ定説の確立せる もの無 し.但 し其

の中「ア レルギー」説は近時一般に多大の興味を以

て迎へ らるる所な り.本 見解の要義を實際治療方

面に應用せるもの實 に和蘭のStorm van Leeuwen

氏が發案 した る「アレルゲンフライエカムメル」之

なり.本 邦に於て 目下此治療室の設備を有す るも

の他に在 るを聞かず.

倉敷中央病院に於て該施設の始めて其の機能 を

開始せられてより本月を以て満4箇 年の日月を閲

す.共 の間に吹容せ られたる患者數約90例 を算す.

余は最近30例 に就て統計的觀察 を施 し,下の如 き

結論に到達せ り.

1) 本治療室收容に由 り治效 を見たるもの24例

即ち80%.

治效 を見 ざりしもの6例 即ち20%.

2) 上記無效な りし6例 に他の治療法(2日 間

の絶食或は更に進んでは硫黄注射療法)を 施 行し

て效果を治め しもの5例.

效果を治め得 ざりしもの1例.

要之,上 述1)及 び2)両 治療操作に由る治驗

例は29例 即ち97%に 及べ り.
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101. 進 行性 筋 肉萎 縮症 の「グ リココル」療法 に就 て 栗 林 太 郎 君
安 達 龍 夫 君

Thomas, Milhorat, Techner又Kostakow, Slauck

氏 等 の筋 萎 縮症 患者 に 於 け る「グ リコ コル」の經 口

的 投 與に よる治 療 的效 果 の報 告 を參 考 と して,進

行性 筋萎 縮 症 患兒(10年3箇 月 の 男兒)に,「 グ リ

コ コル」經口的投 與 を試 み,こ れ が 治療 的效 果 竝に

「ク レアチ ン」及び 「ク レア チニ ン」新陳 代謝 を觀 察

せ り.

目下尚ほ實驗の過程中なるを以て,確 言 し能は

ざるも,治 療的效果に就きては筋容積及び握力の

梢 々増加せるを認め,歩 行稍 々輕快 となれ るも未

だKostakow氏 等の例の如くは著明ならず.

102. 炎 衝反應 傾向 に就 て (續 報) 〓 山 茂 松 君
板 野 坂惠 君

家兎耳翼に「カ ンタリス」發泡膏 を貼 り水泡發生

の後之を時間的に細胞成分に就て檢査 したるに

正常家兎に於ては 大體15時 間以内にては 白血

球數は血液のそれと大差な く後漸次増加 し2萬 以

上に至 り細胞の種類は殆ど多核細胞で淋巴性組織

球性細胞等は2-3%位 あ り.

「カゼオザ ン」少量連續 注射(0.01-0.1g)後3日

目に生ぜ しめたる水泡は出來方よく淋巴球性組織

球性細胞等稍 々多 く後に至 りても増加す.

「カゼオザ ン」1囘0 .2g毎kg注 射後 に於ては 正

常よ り稍々著明で種類も淋巴球性の もの等が多少

増加す.

瀉血10ccを 行 ひたるものは發泡良好で細胞數

は初めより多 く以後の増加割合少く淋巴球性組織

性の もの等稍 々多 きが如 し.

103. 局所的炎衝性反應 の非特異性變換に就て 小 坂 澄 治 君

非特異性刺戟療法 なるものの作用.效 果等に關

す る理論的根據を深めん と欲 し,先 づ 「モルモツ

ト」に馬血清を注射 し,皮膚 局所過敏症性炎衝性

反應を起 し,次に夫 れが 「カゼオサ ン」葡萄糖 「メ

チ レンブラウ」等の非特異性藥劑 注入によりて,

如何に變換するかを検索 した るに,

非特異性藥劑は使用時期及び使用量 によりて,

或は抗體形成に,或 は抗體 抗原反應に影響を與へ,

因つ て皮膚局所的過敏症性反應は或は強く,或 は

弱 く起 るを見た り.

104. 數 種 疾患 々者 白血 球活 力 に就 て 池 上 章 君

曩 に 諸種 動物 に 於て,種 々の温 度 に 就てNeu-

tralrot染 色 及 びLeydrhelm氏 液染 色 を施 し白 血

球 活力 を檢 した り.同樣 の 方法 に依 り37℃ に於て

Neutralrot染 色 を施 し,各 種傳染 病 患者,「 マ ラ リ

ヤ」療法中の發熱期にある患者,白 血病,貧 血症

患者に檢 し猶ほ實驗的家兎急性失血性貧血を惹起

せ しめて検 し,各 例共,明 かに活力の短縮せるを

認 めた り.

105. 結 核 患 者尿 中の 「リボ イ ド」抗 原性 物 質 に就 て 森 加 博 君

結核患者及び正常人の尿より抗體原を檢出 し,

之を使用 し補體結合反應に依り尿中の「リボイ ド」

抗原性物質の有無を證明せんと して

1) 自家結核抗體原使用の肺結咳の補體結合反

應成績は45例 中陽性44例.

2) 他家結核抗體 原使用にて,肺結核89例 中陽

性84例,肺 結核以外の結核 性疾患15例中 陽性11

例,非結核性の ワ氏黴毒反應陽性の者は19例 中陽
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性13例,ワ 氏黴毒反應陰性の非結核性 諸種疾 患

62例 中陽性2例,健 康と思はるる者94例 中陽性

4例.自,他 家2種 抗體 原使用肺結核45例 中自家

の方反應強度の者27例.

3) 正常人尿 より作れる抗體 原7種 類を使用 し

健康,肺 結核及び其の他諸種疾患71例 中陽性1例

の成績を得た りと述べた り.

106. 結核患者血液の補體結合反應及び其の他2, 3所 見に就て

田 中 四 郎 君

最近結核性諸疾患に對 しての免疫學的,血 清學

的諸研究は甚だ多 くあ りまして,其 の成績も亦大

いに見 る可きものがあ ります.併 し就中補體結 合

反應の研究は非常に良好なる實績を擧 げま して,

且之を臨牀 上に應用 しま して診斷 上にも,亦 豫後

判定の上に於 きま して も有效なる補助法 としま し

て大いに唱道 されて居 ります.私 は活動性結核患

者の經過中に於 きま して,全 身状態の變 化が免疫

學的にも,亦 他の生物學的諸反應に對 しま して も

どん な態度 を と る もの で あ ら うか,他 方 夫等 の 結

果 が診斷,豫 後 判定 及び 治療 方針 決定 に どれ 程 關

與す る もの で あ ら うか 等の 見地 よ り致 しま して,

活 動性結核 患 者の 補體 結 合反 應,「 ツベル ク リン」

皮膚 反應(Mantoux'sche Reaktion und Epicutane

Tuberculinreaktion)及 び赤 血球 沈降速 度 等 を測 定

比較 しま して,大體 の 傾向 を覗 ひ知 る事が 出 來 ま

した ので 此處 に報 告致 しま して,諸 賢の批 判 を請

は ん とす る 者で あ りま ず.

107. 鷄卵飼養白鼠に於ける胃の病理組織學的所見 脇 坂 常 治 郎 君

白鼠を生卵黄.生 卵白,生 全卵,煮 沸卵黄,煮

沸卵白,煮 沸全卵を以て長期飼養 した るものに就

て胃の病理組織學的検索を行ひたるに,蛋白 質過

剰なる卵白飼養例は一般に胃腺竝に胃壁の萎縮を

起す傾向を有 し,卵 黄竝に全卵飼養例は急性,亞

急性,慢 性胃炎を起す も胃腺竝 に胃壁には長期萎

縮 を認むること無 し.唯 甚だ長期間觀察 し得た る

煮沸全卵飼養例に於て,血 管周圍の結締織増殖起

り,之 が固有胃腺間の間質に波及せるものあるを

認 めた り.一 般に生卵飼養例は煮沸卵飼養例 より

も早期に且高度に組織的變化を惹起す るものの如

し.

108. 原發 性肝 臓 癌 の2症 例 杉 佐 助 君

演者は最近遭遇せる興昧ある原發性肝臓癌即ち

其の第1例 は原發性實質性肝臓癌所謂 「ヘパト ー

ム」其の第2例 は原發性膽管癌につき詳細に報告

し尚ほ試驗開腹に よつて得たる剔出標本の組織學

的寫眞を供覧 し,尚 ほ文獻を渉獵 して得たる東西

諸家の報告に基 き其の頻度,性 別,原 因論及び占

座部位等に就き統計的觀察を表示 して説 明報告せ

り.

109. 膽嚢竝に肝外膽道原發性癌腫に就 て 横 山 保 君

演者は最近第1外 科教室に於て手術を施行 し診

斷確實となりたる膽嚢癌3例,膽 道癌1例 を報告

す ると共に,之 に本邦に於け る該疾患報告例を渉

獵 して得た る膽嚢癌47例,膽 道癌46例 を附加總

括 して系統的な る臨牀上 の統計的觀察 を試みた り.

演者の自家臨牀 例中膽 嚢 癌の第1例 は59歳 の

女子,癌 性浸潤總輸膽 管に及び膽汁鬱滯 に因 り總

輸膽管穿 孔して膽 汁性腹膜炎を招來せ しもの,組

織學的には腺樣癌な り.第2例 は65歳 の女子,癌

性浸潤を膽嚢頸部に認む.第3例 は66歳 の女子
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嚢内壁は花菜状を成 し,組 織學的 には腺樣 癌なり.

肝外膽 道原發性癌の1例 は40歳 の男子,「 レント

ゲ ン」では第3腰 椎の右側に櫻實大の陰影を證明

せ るも,之 は膽 石としては疑は しく贅骨或は脊椎

横突起骨折と考へ られたるが,試 驗的開腹術によ

り臓道癌なる事 を確められ しものな り.

110. 「ス ト リヒー ン」中毒 の際 に於 け る肝 臓 の組 織學 的變 化 に就 て

金 津 晴 亮 君

「ス トリヒニン」の肝臓に及ぼす影響に就きて總

括的精細 なる研究は未だ殆 ど無 し.因 つて余は此

問題を研究せ り.即 ち家兎に於て急性中毒と慢性

中毒 とに大別 し,急 性中毒に於ては之を致死量注

射せるものと,其 の2倍 量注射せるものと,其 の

3倍 量注射 せる ものとの3群 に分ち,慢 性中毒は

0.1%硝 酸 「ス トリキニーネ」水溶液を0.5cc宛 を

毎 日連續6日 注射せるものと 連續10日 注射せ る

ものとの2群 に分ち,種 々なる固定藥 と種々なる

染色方法とを用ひて研究 し,尚 ほ慢性中毒に於て

は之に生體染色を併用 して檢索せ り.

「ス トリヒニ ン」中毒に於ては一般に肝細胞は膨

大 し,肝 血管は「ス トリヒニン」注射量の増加と共

に著明とな り,10日 連續 注射せ るものに於ては出

血を認む.肝 糖原質は急性中毒,慢 性中毒何れに

於ても肝小葉の周邊部より著明に減少す.「 ミト

コン ドリア」は其の大 さを減じ配列を失 ひて肝細

胞周邊部に集 り,數 に於て増す,ゴ ルギー氏裝置

は一設に崩壞 して肝細胞周邊部に表はる.次 に連

續注 射10日 に及 べるもの5例 の中1例 に於て脂

肪の沈着を認む.以 上の變化に於 て肝細胞の膨大

肝血管の充血,肝 糖原質の減少,ゴ ルギー氏裝置

の崩壊,「 ミトコンドリア」の増數は恐ら く 「ス ト

リヒニン」により交感神經 を刺戟す るが爲めに起

る變化なるべ く,連續注射 日數10日 に及べるもの

に於て出血を認めたるは連續 注射 日數長きが爲め

肝毛細血管,肝 細胞障碍を蒙 り脆弱とな り,交 感

神經緊張に よる充血と相待ちて出血を來せるもの

と思考す.又連續 注射 日數10日 に及べ る5例 中の

1例 に於て脂肪の沈着を認めたるは恐らく 「ス ト

リヒニン」連續 注射 により新陳代謝障碍を來せる

が爲めならん.

次に生體 染色の成 績を述べんに,「 ツリパ ンブ

ラウ」を用 ひ,之 を生理的食鹽水に1%の 濃度に

溶か し,此溶液を家兎體 重1kgに 就きて3cc宛 毎

日連續4日 耳靜脉 より注入せ り.斯 くして得た る

成績は,對 照と して用ひた る健康家兎に於ては何

等の色素粒子沈着を見ざるに「ス トリヒニン」連續

注射 日數10日 に及べ るものに於ては,肝星芒細胞

は勿論,肝 細胞に於ても明かに色素粒子の沈着を

見る.然 れ ども此生體染色は未だ實驗の中途なる

が故に,此 結果に對す る説明は後の機會に之を述

べん.

右終 りて第 一會場 第1日 の講演 を終 る,時 に午後5時 な り.

第1會 場(第 一 講 堂) 第2日(2月18日)

本會場第2日 は午前9時 より畑主幹の開會の挨拶あ りて直ちに左の講演に移る.
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111. 「イ ン シユ リン」加葡 萄糖 液靜脉 内注射 の急 性燐 中毒

家兎肝に及ぼす影響 中 村 武 君

燐劑 を投 與 し急性 燐 中毒 を起 さ しめ,24時 間後

に 「イ ンシユ リン」 加 葡萄 糖液(25%「 ロヂ ノン」

10ccに 「イ ンシュ リン」0.1cc添 加)を 燐 中毒 家 兎

耳靜脉 内 に注 入 し10分,30分,1時 間,2時 間,

5時 間,24時 間 後に 於 け る肝 糖原 質,脂 肪の 沈 着

状 態 を組 織學 的 に檢 す る に,肝 糖 原 質は10分,30

分 と漸 増 し1時 間に は一 時 著 減 し2時 間 に再 び最

も著 明に 増 量す る も以後 は 漸減 し消失 す.

脂肪は10分 に殆ど全 く消失 し後漸増 し1時 間

に 最高に達するも2時 間には一時消失 し5時 間以

後再び増量 し遂には全小葉を充すに至る.

「イ ンシユ リン」を添加せず葡萄糖液のみを注入

したる時も之と略ぼ同樣の經 過を取るも前者に比

し糖原質沈着輕微 なると又其の消失(減少)も亦輕

微に脂肪の減少 も徐々に行はれ且其の増量も徐々

に して且輕微な り.

112. 結 節性腦 硬 化症 の1剖檢 例 菊 澤 隆尚 君瀧
川 克 巳君

結節性腦硬化症は1880年Bouvnevilleに よりて

獨立性の疾 患として發表された るものに して本邦

に於ては僅に剖檢例6例 に過 ぎず.

最近余等は急性腦炎の爲めに斃れたる本症の興

味ある1剖檢 例に遭遇せる故其の概要を報告せん

とす.

本例は15歳 の男子に して遺傳的關係を認めず.

流行性腦炎の症状著明に して又結節性腦硬化症の

際の臨牀 上の3主 要症状の内の癲癇發作 は缺 くも

他の精神荒癈及び顔面皮脂腺症を有 し且剖檢 上右

側側腦室前角よ り出たる腫瘍,前 頭葉 に於ける島

嶼状異形神經 節細胞 の存在膠質組織の増殖,巨 大

細胞の存在,腎 臓混合腫瘍,心 臓の脂肪腫,肺 臓

腺腫の存在に據 り結節性腦硬化症なることは確實

な り.而 して心臓の脂肪横紋筋腫,肺 臓の腺腫は

本症に於ては稀有に して本邦文獻に於ては未だ此

例を見ず尚ほ之等の腫瘍及び腦變化は畸形に因す

るものな らん.

113. 筋收 縮 時 の温 熱 發生
林 香 苗 君
小 坂 壽 君

Hill, A.V.の 熱 電堆 とDownigの 電流 計 を用 ひ

てMonojodessigsaureを 作用 された 金線 蛙の 縫 匠

筋 に 就て收 縮 時 の温 熱 發生 を 測定 し次の 結 果に達

した り.

1) 筋 収縮 のInitial Phaseに 於 け るnonoxy-

dative Processは 正常 筋 とMonojod-筋 との 間に

區 別は 認 め得 られ ない.故 に 其の 際筋 肉 内で起 る

化學 過 程 も兩 者同 一 な りと考へ た 方が穩 當 だ と思

ふ.其 の意 味 で 筋收 縮 に 直接Energieを 供 給 す る

化學 變 化 は乳 酸 の發 生 を伴 はな い と考へ られ る.

2) 正常 筋 とMonojod-筋 との相 違 はaerobic

Recovery Heat Productionで あ る.而 もMonojod-

筋 に於 て も可 成 りのRecovery Heatの 發 生 す る

事 は 確か な 事實 で あ る.Monojod-筋 に 於 ては

Phosphagen〓Phosphate+Creatin

の變 化が 可逆 的 に起 らないで 新 しく出 來たPhos-

phateが 更に 分解 して 筋收 縮 の化 學變 化 のZyklus

か ら排除 されて しま ひ其のEnergieを 利 用 して 一

部 の ものがPhosphagenに囘 復 し得 るに過 ぎない.

3) 上2つ の事買 か らす る とLuUndsgaardの 假

説は 現 在 の事 實を 説明 す るに 好 都合で ある.

4) Delayed Anaerobic HeatがMonojod-筋 に も

存 在す る こ とは これがDelayed Lactic Acid For-

mationに 依 るも ので ない 事 の有 力 な證 左で あ る.
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114. 非特異性操作時の諸種血液性状の變化に就て 瀧 川 克 巳 君
田 中 四 郎 君

私等は生體に種々なる非特異性操作を施 し共の

際に於ける血清蛋白竝に其の變動の状況を長時日

に亙 りて檢索せ し結果,非 特異性操作を行へば生

體は其の體細胞 より蛋白性中毒性中間物質を遅延

性に血液 内に途出 し生體 を一定の變調の状に置 く

ものである事 を明かにせ り.

115. 氷結法による血清濃縮の血清學的研究 (續報) 角 恭 君

演 者は曩に普通方法を以て證明 し得 ざる極めて

微量なる抗體 も氷結血清濃 縮法に よりて之を證 明

し得べ き事を報告せるも其の後更に研究を進め次

の如き結果を得た り.

1) 經 口的に異種蛋白を投與せる家兎血清に本

法を行ふ時は普通 法に於けるよりも早期に且著明

に抗元竝に抗體 を證明 し得べ し.

2) 本法によ り家兎血清中の乳糜を除き得る結

果胸管 より採取せ る乳糜清 中に於 ける經 口的投與

の抗元を證明する事を得た り.

3) 家兎乳汁に本法を利用 し母體 の抗體が乳汁

中に移行す る事を證明 した り.

4) 組織 中の沈降素 は該組織を氷結 し温めて分

子を破壊 し,一 定 の 「メヂユム」中に抽出せ しめ

更に之に本法を應用す る時は從來證明せられざ り

し横紋筋肉組織中に も抗體 を證明す ることを得た

り.

5) 微量抗元の抗體形成 の始起及び消失に當 り

本法を應用する時は家兎に於て普通法 よりも早期

に及び延長せられて抗體 を證 し得た り.

116. 蛙 眼網 膜 色 素細胞 に對 す る「ア ドレナ リ ン」の作用 松 尾 潔 君

著者は金線蛙に於て「ア」の網膜色素細胞に對す

る作用を實驗 し次の如 き結諭を得た り.

1) 鹽 酸「ア」は暗蛙の網膜色素細胞 を完全明位

とし,反對 に皮膚色素細胞を收縮せ しむ,而 して

共 の作用は局所的なり.

2) 「ア」其の物 も完全明位となすも程度稍 々弱

く,中 和「ア」は更に弱 し.

3) 鹽 酸「ア」液の有する酸度と同酸度の蒸餾 水

は完全明位とす.

4) 副腎は色素細胞に特異なる關係あ りとは思

惟 されず.

5) 「ア」の網膜色素細胞に及ぼす影響は交感神

經の刺戟さるるに依るものな りや或は直接の作用

な りやは未だ決定 し得ず.

117. 蝮 蛇毒 に就 て 永 光 軍 一 郎 君

本邦産の蝮蛇毒が呼吸運動を停止せ しむるは末

梢性にあらず して,呼 吸中樞を麻痺せ しむ るによ

るものなることを實驗證明せ り.

118. 動植物組織 内に於 ける被酸化物質に就て 小 西 眞 尚 君

Szeut-Gyorgyiが 副腎 皮質,「 キヤ ベ ツ」其 の 他に

就て,組 織 内の 被酸 化 物質 を純 粋 に取 り出 し之を

Hexuronic Acidと 名 付 け,此 ものがVitamin Cと

同 一の もので あ る と してAscorbie Acidと 名付 た

り.

演 者は 動物 組織 の 浸出 液又 は 植物 の絞 り汁に 就

て燐「ウオル フラム」酸による呈色反應及びN/100

「ヨード」液の滴定を行 ひ,副 腎皮質,「キヤベ ツ」,

大根,蓮 根,茶,松 葉,密 柑類,苺 等に於て著明

なる反應を認め,両 反應は大體 に於て平行す るを

見た り.被檢 物に過酸化水素を加ふる時は兩反應

は次第に減弱 し遂に呈せざるに至る.
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被檢物 の「エチ ール.ア ル コール」 「メチ ール.ア

ル コ ール」「ア セ トン」 石 油 「エ ーテ ル」の浸 出液

に於 て 雨 反應 は認 め 得 ら るる も「エ ーテル」浸 出液

に 於て は 認 め得 られ ざる もので,「 ニ トロプ ロ シ ツ

ド」反 應,鹽 化 鐵 反應,「 グ ヤ ク」試 驗陽性,尚 ほ

硝 酸 銀を 還 元 し,「 フエニ ール ヒ ドラチ ン」に よ り

「オザ ツ オ ン」樣結晶 を 認 め「ニー ラ ンデ ル」 「トロ

ム メル」反應 陽性.

此 被酸 化物 を 含有 す る液を 「アル カ リ」過酸 化 水

素「フオ ル マ リン」を加 へ て黄 緑色 の 螢 の光 に類 し

た る光 を放 つ を見,此 光度は 被檢 の 種 類に よ り異

る もの に して,前 述 の反 應 の強 度 と殆 ど相伴 ふ も

のに して,發 光度 強 き蓮 根,松 葉.柿,樫 の葉 に

就 て 動物 實 驗を 行へ るに,少量 に て壊 血 病の豫 防

乃至 治癒 を 見た る もの な り.

故 に 光は所 謂Ascorbic Acidの 酸 化の 際 に發 す

る もの と思 惟す 可 き もの に して,尚 ほ此 物 質の 酸

化 の 際細 胞 の分 裂 を催 進せ しむ る 作用 あ る短 波長

光線 の 發生 す るを實 驗 せ り.

被檢物 の 發 光を盡 くVitamin C即 ちAscrbic

Acidの 酸化 に よ る もの と認む る に非 ず,「 タ ンニ

ン」 酸 の如 きも上 記 の方 法に よ り發 光を 見 るもの

な り.

上 記 の實 驗に よ りVitamin Cの 酸 化に 發 光 を伴

ふ もの なれ ば,此 反 應 も亦Vitamin C檢 定 の一 法

に 加へ 得 可 きも の と思惟 す.

119. 腸 管 内葡 萄 糖吸收 に及 ぼ す2, 3藥 品 の影 響 に就 て 光 田 利 三 郎 君
眞 田 碩 郎 君

演 者等は 白 鼠に 就て 長 さ30cmの 腸 盲 管を 作 り

これ に5.4%及 び10%葡 萄 糖 水 溶液 の一定 量 を

注入 して其 の 吸収率 を測 定 し且「ア トロピ ン」及 び

「ピツ イト リン」の皮 下 注射が 之 に及 ぼす 影 響 を觀

察 した るに「ア ト ロピ ン」及び 「ピツイ ト リン」は 共

に糖吸收 を抑制す るも後者の作用稍 々勝れるを認

めた り.尚 ほ燐酸鹽 類の附 加が糖吸收を減退せ し

め又長期間比較的多量の葡萄糖を含有せる飼料を

與へたる白鼠の腸管は糖吸收 能力の減弱を來すも

のの如 しと述べた り.

120. 兩側副腎髄質焼灼犬血糖に及ぼす諸種内分泌製劑の影響

金 光 近 夫 君

寅 驗 動物 に は健 常な る犬 を用 ひ「ア ドレナ リ ン」

分 泌 臓 器た る兩 側 副腎髓 質除 去 の際 に於 て 「イ ン

シユ リ ン」,「ア ドレナ リン」及 び 「ピ ツイ ト リン」

が血 糖 に及 ぼす 變 化 を追 究觀 察 せ しに 「イ ンシユ

リン」の皮下注射の場合に於ては其の血糖降下作

用は増強され 「ア ドレナ リン」及び 「ピツイ トリ

ン」による血糖上昇作用は幾分抑制 さるるものの

如 し.

121. 膽 汁 酸 の血液 凝 固機轉 に對 す る作用 に就 て 稻 葉 實 君

膽汁酸即ち 「ヒヨール」酸 「ナ トリユウム」及び

「デゾオキシヒヨール」酸「ナ トリユウム」の血液凝

固に及ぼす影響を研究せ しに,之 等兩物質とも少

量は凝固時間を僅に短縮 し,凝 固要素 「トロンピ

ン」及び 「フイブ リノーゲ ン」量を増加せ しめ.中

等量以上のときは凝固時間は遅延 し,凝 固要素 も

減少す.又 之等兩物質を稀薄濃度溶液 として試驗

管内の血液に加ふるも其の凝固性には著 しき影響

を及ぼ さず從て兩物質の血液凝固作用は生體 反應

に よるなるべ し.「アドレナ リン」の少量の血液凝

固催進作用に對 しては兩物 質は少量にては之を助

長 し,之 等兩物質の中等及び大量にては拮抗作用

を呈す.兩 側内臓神經 切除家兎に於ては之等兩 物

質の凝固催進竝に抑制作用は著 しく減弱せらるれ
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ども,之 によりて全 く抑壓せらるることな し.又

血餅凝縮力に對 しては兩物質の少量は催進作用を

現せども,中 等及び大量になれば抑制作用を呈す.

即ち之等兩物質は血液凝固性に對 し共の作用は定

性的にも定量的にも殆ど同樣な るを觀 る.

122. 輸血の副作用及び其の豫防法に就て 熊 谷 藏 之 允 君

輸血は今や臨牀醫 家にとつて必要缺 くべか らざ

る療法となつたに も拘 らず尚ほ輸血に因 る不慮の

障碍或は副作用のため危惧の念を抱き其の實施を

逡巡 して居るものが少 くない.副 作用の原因を大

別すれば(1)輸 入血液の適,不 適(2)技 術の巧拙

(3)施 行上注意,不 注意(4)患 者の状態(5)及 び

傳染の危険等で ある.

其の中最重篤の障碍を起すものは血液の不適 合

なるものを輸血 した場合で斯 る場合には往々死の

轉歸をとるものである併 し乍 ら之は豫め血液型を

正確に決定することによつて完全に豫防 し得るも

の である.血 液型決定に際 して誤診を さくるため

に注 意すべ き事項を列學 したる後副作用の原因と

なるべき諸項に對 し注意すべ き事柄を述べ,今 後

輪血が廣範圍に亙つ て應用せ られんことを希望せ

り.

123. 血液,腹 腔 間閾 に關 す る研 究
龜 山 茂 松 君
森 正 久 君

演 者の曩 に 報告 した る,血 液腦 脊髄 液間 關 門 と

同樣 の意 味 に於 て,「フ エ ロ チア ンナ ト リウ ム」及

び 沃度 「ナ トリウ ム」液 を用 ひ て,血 液 腹腔 液 間の

關 門 を檢 査 した.「 カ ゼオ ザ ン」 少量 連續(0.01-

0.07g. pro kg.體 重)及 び1回 注 射(0.02g毎kg

體 重)家 兎 に於 ては 正 常時 に 比 して.之 等 物質 の腹

腔 内へ の出 現惡 く,燐 酸性 緩 衝液(ゼ ーレ ンゼ ン

氏)10cc注 入後 はPH=8.2の 時は 出 に く く,PH=6.2

の 場 合は 正常 或は 出 易 く,20%葡 萄 糖 液10cc及

び10%食鹽 水 注入 時 は著 明 な らざれ ど も出 易 く,

脾臓 別出 或 は1%「 コ ラル ゴー ル」液 毎kg體 重4cc

注 入後は 腹 腔液 へ の 出現 著明 に又 永 く,兩 者 合併

も著 明 に出 現す.「 コラ ルゴ ール」1囘 注 入時 は 前

者 程 なら ざれ ど も出 現容 易 な る傾 向を認 め た り.

124. 「ク ラ ー レ」,「テ トロ ドト キ シ ン」及 び 「ス ト リ ヒ ニ ン」の

末 梢 血 管 作 用 に就 て 國 正薫 君

「クラ ーレ」,「テ トロ ドトキ シ ン」及 び 「ス ト リ

ヒ ー ン」 の 末 梢血 管に對 す る作 用を 家兎 の 耳殼 血

管に 於て 實 驗せ るに 「ク ラー レ」 は 少量(0.001-

0.005%)に ては 交 感神 經收 縮 繊維 を麻 痺 せ しめて

擴張 作用 を呈 し,次 で 血管筋 を 刺戟 して收 縮 作用

に移 行 し,中 量(0.01-0.02%)及 び 大量(0.05%)

に 於て は 血管 筋刺 戟 に基 因す る著 明な る收 縮 作用

を呈 す.

「テ トロ ドトキ シ ン」は 少量(0.001-0.01%)に

て は初 期 に交 感 紳經擴 張 繊維 の 刺戟 に よ り擴張 作

用 を 呈 し,其 の後 漸 次.同 紳 經收 縮 繊維 の刺 戟に

よる收 縮作 用 を出 現す.中 量(0.05%)に て は初 期

の擴 張 作用 を缺 如 して收 縮 作用 のみ を 呈す.大 量

(0.1%)に ては毎 常收 縮 作用 を出 現 し,其 の作 用 頗

る著 明な り.

「ス ト リヒ ニ ン」は少 量(0 .005%)は 交感 神 經收

縮繊 維 の 刺戟 に よ る收 縮 作 用 を現 し,中 量(0.01-

0.05%)は 同神經 の 麻痺 に 因 る擴 張 作用 を呈 す.

大量(0.1%)に 於 て は血 管 筋 の刺 戟に よ りて 強度

の收 縮 作用 を來す こ とあ り,或 は 直ち に 血管 筋の

麻 痺 に よ りて 甚だ しき擴 張 作用 を呈 す る こ とあ り

て 一定 せ ず.
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125. 新芳香性「グアニヂン」誘導體の藥理學的研究 黒 田 章 夫 君

演 者は 新芳 香 性「グ ア ニヂ ン」誘 導 體,「3, 4-ヂ

オシ ベ ンチ ール グア ニヂ ン」,「 アエニー ルオ キ シ

エ チ ール グ アニ ヂ ン」,「パ ラ メ トオ キ シベ ンチ ー

ル グ アニ ヂ ン」,「パ ラオ キ シフエニー ル グ ア ニヂ

ン」及 び「アル フア ー フエニ ールエ チ ール グ アニ ヂ

ン」 に 就 き一 般 作用,血 液 凝 固竝 に血 行器 に 及ぼ

す 影 響 を檢 し次 の成績 を得 た り.

1. 之 等誘 導體 は青 蛙 に對 し一般 に其 の隨 意運

動 を抑 制 し,「 クラ ー レ」樣の麻 痺 症状 に陷 ら しめ,

遂に 呼 吸麻 痺 にて斃 死 せ しむ.「3, 4ヂ オ シ ベ ンチ

ール グ アニヂ ン」と「パ ラナ キ シフエニ ール グ アニ

ヂ ン」 に在 りては 之 等 中毒 症状 以外 に 刺 戟症朕 著

明 に して,且 冬 期に 於 け る よ り夏 期に 於 て著 しく

發 現 し,其 の侵 襲 點は 脊髄 に あ り.「グ アニ ヂ ン」中

毒 に特 有 な る織 維性攣 縮は 全 經過中觀 察 され ず.

「マ ウス」,家 兎 に於 け る中 毒 症状 も青 蛙 の夫 れ に

類似 し,随 意 運 動の 抑制,呼 吸 麻痺 現れ,特 に 家

兎に 於 ては 循 環 障碍 著 明な り.次 で呼 吸 麻痺 を起

し動物 は 數囘 の 強 直性 間代 性痙攣 發 作の 下 に斃 死

す.

之 等 物 質 の 冷温 動物 に對 す る致 死量 に は大 差 な

し.

2. 家兎 血 液 凝 固に對 して は 「パ ラ メ トオ キ シ

ベ ンチ ール グ アニヂ ン」 を 除 く外 の誘 導 體は 少 量

及び 中等 量に 於 て程 度 に差 は あ る も著 しく催 進 的

に作 用 す.唯 「パ ラ メ トォ キ シベ ンチ ール グア ニ

ヂ ン」 のみ は 抑 制 作用 のみ を 呈す.之 等物 質 の催

進作用は大量 に至れば其の強度を減ずるのみなら

ず,2, 3の 物質にあ りては抑制に移行す.而 して

凝固時間の短縮する時は血中「フイブ リノーゲ ン」

「トロンピン」量の増加を,延 長せる時は夫等の減

少を觀た り.試 驗管内に於ては之等物質は少量及

び中等量に於ては少 しも催進作用を呈せず,大 量

に於ては著 しく抑制的に作用す るも「カルチウム」

を追加せば再び血液を凝固せ しめ得.

3. 血行器に對す る之等物質の作用法は各々同

樣に して,總 ての量に於て家兎血壓を毎常下降せ

しむ.而 して該作用は末梢性な り.

4. 青蛙摘出心臓に對 しては一般に作用弱く,

少量及び中等量は心臓機能の増強,大量 にては膊

動數の減少,「 プ ロツク」形成,刺 戟傳導障碍,

negative Intropie遂 に擴張期靜 止を惹起す.而 し

て之等誘導體の少量及び中等量に於ける收縮作用

竝に大量に於ける麻痺作用に對 し「カルチウム」は

拮 抗作用を有す.蛙 心臓に於ける侵襲點は主とし

て心筋にあれど一部は養液中の「カルチウム」量の

變化にも關係あ らん.

5. 家兎耳殻血管に對 しては低濃度 にて擴張作

用を,中 等及び高濃度に於ては初期擴 張後次いで

收縮作用を及ぼす.蛙 後脚血管に對 しては作用稍

弱く高濃度にては收縮作用著明に現る.而 して此

擴張作用は血管擴 大紳經の興奮に基 き,收 縮作用

は血管吹縮神經及び血管筋の興奮に因るものなら

ん.

126. 「モ ル フ イ ン」及 び抱 水「ク ロ ラー ル」の血 糖 作用 に

及 ぼ す影 響 に就 て 山 内 繁 雄 君

「ヨヒ ン ピ ン」が 「モ ルフ イ ン」及 び抱 水「ク ロ ラ

ール」 の 血糖 作 用に對 し如 何 な る影 響 を及ぼ す や

を檢 し,次 の如 き結 論 を得 た り.

(實 驗 動物 は 家兎 を 用 ひ,血 糖 測定 はHagedorn

u. Teusen氏 法に據 れ り).即 ち 「ヨヒ ン ピ ン」は

夫 れ 自身 血糖に對 し著 しき作 用無 きか,或 は 僅 に

血 糖 を増加 す る分量(0.5-5mg)に て 「モ ル フイ

ン」及 び 抱 水 「クロ ラー ル」の過 血糖 を抑 制 す る作

220



總 會 記 事 425

用を有する外に,他 方之が血糖減少作用を助長す

る作用 あるを認めらる.而 して之が作用本態は既

に今橋の證明せる如 く,「ヨヒ ンビン」は末梢的に

「アドレナ リン」の侵襲點 たる交感神經の末端を麻

痺 して「ア ドレナ リン」の分泌を制限 して血糖増加

を抑止する作用あるが故に,「 モルフ イン」竝に抱

水「クロラール」に基 く過 血糖に對 して も,夫 れが

直接間接を問はず糖中樞の興奮に基く以上,之 を

抑制するは富然の事に して,一 方「ヨヒンピン」が

之等兩 物質の血糖減少作用を助長す るは,「ヨヒン

ピン」の少量が交感神經催進繊維 の末端を麻痺 し

て,之 等兩物 質の血糖減少作用發現の妨害 となる

糖 原分解催進を抑制す ると同時に,他 方膵臓 内分

泌 を増加せ しめ血糖を減少せ しむ る作用に對 して

は,「 モルフイ ン」竝に抱水「クロラール」の中樞麻

痺作用を助長することによりて増強 的に影響する

に基 くものならんと思考せ らる.

127. 馬錢 樹 「ア ル カ ロ イ ド」に 就 て 上 代 晧 三 君

「ス トリヒ ニ ン」,「 ブル チ ン」及び「ヴオ ミチ ン」

の構 造 式研 究 の現 状に 就て述 べ,演 者 の實 驗の 結

果 に 就 きて 推論 を 行 ひた り.即 ち これ ら 「ア ル カ

ロイ ド」の 構 造 中確 實に 證 明 された る 「イ ミノ」酸

の 閉鎖 に 因 る「イ ミノケ ト ン」環状鎖 を開 閉 し,炭

素元子を逐次 的に分割ずることの可能は,演 者の

實驗によ りはじめて成 就せられた り.而 して この

分割方法は本「アルカロイ ド」の構造式研究に新な

る方向を與へたるものに して,豊 富なる將來を約

束す るものな りと信ず.

128. 〓及び廱に對する灰白軟膏療法の實驗的研究 (第3報) 菅 龍 正 君

演 者は茨 白軟膏療法の全身的 作用を血清學的に

黄色葡萄状球菌凝集素産生を指標として檢 せる結

果を報告せ り.

本療法に代ふるに水銀劑Imamicol靜脉 内注射

を以て し,Imamicolの 家兎黄色葡萄状球菌正常

凝集價 に及ぼす影響を檢 した り.其 の大量は其の

債を上昇せ しめず,少 量殊にpro kg 0.1ccの 如き

は稍 々上昇の傾向を認めた り.然 れどもよ り少量

0.05, 0.02cc法 射は0.1ccに 比 してより影響少か

りき.次 に免疫凝集價 に及ぼす影響 をみるに大量

は其の産 生を抑制 し,少 量pro kg 0.1cc注 射の場

合は産生に影響な く,最 も少量0.02ccも 亦同樣對

照 と變 りな く,其の中間0.05ccの みは稍々 上昇 を

認めた り.且 一般に其の産生は對照に比 し稍々遲

延せ り.即 ち水銀の正常及び免 疫凝集價に及ぼす

影響は大量は抑制的に,少 量は影響少 なく,極 少

量は影響な しとの所見を得た り.

飜つて臨牀上本療法をみ るに水銀は靜脉 内使用

に非ず,外 用にして而 も其の使用期間多 くは本實

驗に於けるよ り更に短時 日なる事等よ り其の凝集

價には影響は極僅微な りと云ひ得べ し.從 つて本

療法は局所 作用に於て顯著なる利點 を有す る事よ

りして,凝 集素産生に關 しては殆 ど顧慮すること

な く使用 し得 るものな りと結べ り.

129. 腦下垂體後葉製剤の乳腺に及ぼす影響 小 國 博 之 君

曩に余は妊婦尿及び卵巣「ホルモン」を注射せる

乳腺に腦下垂體後葉製剤を作用せ しめ,妊 娠性變

化を起せる乳腺には分泌催進的に作用す と報告せ

り.更 に余は妊娠及び産褥乳腺に對する後葉製劑

の 作用を見,同 時に腦 下垂體後葉製劑による乳腺

の變 化は後葉製劑 注射による直接の影響に基 くも

のなるか或は生殖腺特に卵巣を介 して起 るものな

るかを檢索せ しに大要左の如 き成績を得た り.
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1. 幼若家兎 婦尿注射終了の翌日兩側卵巣を

除去すると同時に後葉製剤を注射せ しに,去 勢せ

ざりし場合に比 し肉眼的及び組織學的に其の發育

劣 る.

2. 妊婦尿注射 と同時に後葉製劑を幼 若家兎に

注射せ しに,妊 婦尿のみを注射せるものに比 し乳

腺の發育よく腺組織の發育を促進せ しむ.

3. 非去勢妊娠 家兎乳腺は後葉製劑注射により

時に乳汁分泌を喚起 し腺組織の増殖を認め,妊 娠

前半 期の乳腺には其の作用輕微なり.

4. 去 勢 妊 娠 家兎 乳腺は殆 ど認むべ き變化な

し.

5. 分娩後約1箇 月を經過 して殆 ど乳汁分泌停

止 し乳腺の著 しく萎縮せるものには乳汁分泌増加

せず乳腺の發育を認めず.

6. 産褥初期の哺乳せ しめざる乳腺は後葉製劑

を連續注射せ しに却つて乳汁分泌減少 し又組織的

にも發育不良となる.然 れどもこれを對照試驗に

比すれば萎縮の程度輕く後葉 製剤の作用を全然無

效な りと斷定する事能はず.

7. 仔兎 に哺乳せ しめつつ後葉製劑を注射せる

場合,注 射前と注射後 の所見に認むべき變化な し.

8. 注射量を倍加 して産褥家兎に注射せるも後

葉製劑 の效果を増強せ しむ る能はず.

9. 腦 下垂體後葉 製劑の乳腺に對する作用は卵

巣の存在す る時其の效果著明な り.

130. 「サル ワル サ ン」中 毒 の臨牀 的所 見に就 て 田 中 敬 三 君

演 者は最近經驗せる2例 の「サル ワルサ ン」中毒

の患者に就き其の臨牀 的所見を述べ併せて其の豫

防法竝に治療法に就きて自己の所信を述べた り.

第1例 21歳 の強健なる男子黴毒た る臨牀的症

状が不充分に して且血清反應陰性なるに 「サルワ

ルサ ン」を注射 され更に短期の注射間隔を隔て過

量の「サルワルサ ン」注射を受け し爲め發熱及び惡

心,嘔 吐,口 渇等の胃 傷障碍及び汎發性 「サル ワ

ルサ ン」疹等の副作用を起 し更に其の中毒により

て早發 性黄疸を起 し追 々其の度を増 し更に患者の

不攝生(劇 働,大酒)等 に より肝實質細胞の毒物に

對する抵抗力が障碍 され亞急性の黄色肝萎縮症に

移行 し終に狂躁,昏 睡,痙 攣等所謂丹毒症に より

鬼籍に入れ り.該 患者の血清 「ビルルピン」量は

「モイレングラハ ト」系數にて200よ り250の 間を

移動 し肝濁音界は初期 より縮小 し末期には消失 し

常に輕度の壓痛を訴ふ.赤 血球「ヘモグロビン」は

黄疸の進行 と共に減少 し尿には「ウロピ リン」蛋 白

多數の圓桂を證明 し尚ほ末期の血液 より蛋白を除

去せ るものに就き檢索を行ひ しに ミロン氏反應を

呈せ る「チロヂ ン」を證明せ り.

第2例 28歳 の婦人,夫 が潜伏黴毒の治療中の

爲め黴 毒を疑はれ直ちに「サルワルサ ン」注射を受

け其の後1週 の間隔で第2囘 の注射を受け し翌日

よ り發熱,頭 痛,食慾不振,惡 心,肝 臓部の腫脹.壓

痛あり後眼瞼結膜 次いで全身に黄疸が來 り〓痒甚

しく其の臨牀的所見は加答兒性黄疽に全 く同 じ.

豫防法竝に治療法に就て 黴 毒の臨牀的症状が

不充分に して血清反應も弱陽性なる際若くは特殊

の目的の爲め非黴 毒者に對 し「サルワルサ ン」を注

射せんとす る際は常に注意 して少量 となすか或は

間隔を伸 し若くは特殊の溶媒(例 へば5-10%葡

萄糖溶液,自家血清 「ネオ デ トキソール」等)に「サ

ルワルサン」を溶解 し其の副作用乃至中毒を豫防

し不幸に して其の副作用 を認め し際は早期に適當

なる處置殊に毒物の排泄と肝臓實質細胞の庇護に

努むる意味に於て「ヤクリトン」「ネオデ トキ ソー

ル」生理的食鹽水の大量靜脉 内注射,葡 萄糖「イ ン

シユ リン」併用療法 「カルルス」泉鹽の内服等は推

奨す可 き處置ならんか と信ず.本 第2例 に於て も

如上の治療方法に依 りて,幸 に して全治せ しむ る

を得たり.
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131. マイニ ツ ケ氏 第II澄 明反應 の成 績 長 谷 信 夫 君

黴毒 患者505名 につ きマイニ ツケ第II澄 明反應の成績を述べん とす.

132. 「レン トゲ ン」寫眞 上 より 視 た る邦人 健 康腎盂 位 置 及び 形状 に就 て

小 池 藤 太 郎 君
津 田 順 一 君

邦人 男女健康腎及び單側性腎疾患に於ける 「ピ

エログ ラム」に就き種々なる計測を行ひ,之 を歐

右 にて講 演 を終 る,時 に午 後2時30分 な り.

午 後2時45分 左 の特 別 講 演に 移 る.

米人の夫れと比較せ り.詳 細は原著に讓 る.

我教 室 に 於け る象 形 複 成 術(Rekonstruktionsmethode)に 就 て

岡山醫科大學教授 敷 波 重 次 郎 君

鼠蹊部淋巴肉芽腫症に就て 岡山醫科大學教授 根 岸 博 君

右終 りて 田村會 長閉 會 の辭 を述 べ,本 會第45囘 總 會 の幕 を閉 ぢた り,時 に午 後5時30分 な

り.

昭和8年 度庶務,會 計の報告は時間の都合により左記の如 く掲示 して一同の承認を得たり.

昭 和8年 度 庶 務 報 告

1. 會 員

現在會員數 1,586名

内 譯

甲種會員 1,460名

乙種會員 126名

異 動

入 會 117名

退 會 98名

死 亡 25名

2. 集 會

定期總會 1囘

通 常 會 6囘

役 員 會 2囘

3. 發 行雜 誌 自 第45年第2號至第46年1號 12號

 内 容

原 著 170

講 演 1

臨牀 1

抄録 29

發 行部 數 21,270部

内

會 員 配 附 19,127部

交 換 及進 呈 2,026部

納 本 48部

賣 却 93部

4. 交 換雜 誌 1,701部
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